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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体に挿入するための挿入部と、
　前記挿入部の先端部に突出して設けられ、前記被検体を観察するための第１の観察部と
被検体に照明光を照射するための照明部とを配置する突出面と、
　前記挿入部に設けられ、前記突出面と略平行な平面を有する非突出面と、
　前記非突出面に配置される第２の観察部と、
　前記非突出面に設けられ、前記第２の観察部に対して流体を送出するためのノズル部と
、を有し、
　前記突出面と前記非突出面との間の段差は、前記突出面が前記第２の観察部の視野に入
ることを防止できる高さに形成され、
　前記第１の観察部および前記照明部の前端部は、前記突出面の面位置よりも前方に突出
されていることを特徴とする内視鏡の先端部。
【請求項２】
　前記ノズル部は送気用もしくは送水用のノズルであることを特徴とする請求項１に記載
の内視鏡の先端部。
【請求項３】
　　前記ノズル部の先端は前記突出面よりも基端側に配置されていることを特徴とする請
求項１に記載の内視鏡の先端部。
【請求項４】
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　前記第１の観察部は、約０～１００μｍの観察深度を有し、被検体に接触させて観察す
るための接触型の観察部であることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡の先端部。
【請求項５】
　前記段差は、約０．７ｍｍ程度に設定されていることを特徴とする請求項１に記載の内
視鏡の先端部。
【請求項６】
　前記挿入部の先端部は、前記第１の観察部の配置位置から離れた反対側の先端部側面の
角部端縁部に、それ以外の側面の角部端縁部に比べて面取り角が大きい面取り角拡大部を
有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡の先端部。
【請求項７】
　前記面取り角拡大部は、面取り角Ｒが１～１．３ｍｍ程度、前記面取り角拡大部以外の
側面の角部端縁部は、面取り角Ｒが０．７～１ｍｍ程度にそれぞれ設定されていることを
特徴とする請求項６に記載の内視鏡の先端部。
【請求項８】
　前記照明部の前端部は、前記第１の観察部の前端部位置よりも前方に突出されているこ
とを特徴とする請求項１に記載の内視鏡の先端部。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、対物光学系の先端部を対象物に接触させてその対象物を観察する対象物接触
型の観察光学系を備えた内視鏡の先端部に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には対物光学系の先端部を対象物に接触させてその対象物を観察する対象物
接触型の観察光学系と、対物光学系を対象物に非接触状態でその対象物を観察する通常の
観察光学系とを備えた内視鏡が示されている。
【０００３】
　また、特許文献２には、内視鏡の挿入部の先端面に、前方に向けて突出された突出部が
設けられ、突出部の端面に観察光学系の観察窓と、照明光学系の照明窓と、送気送水ノズ
ルと、汚れた粘膜面を洗滌するための水を噴出する汚粘膜洗浄ノズルとが配設されている
。ここで、送気送水ノズルの先端部は観察光学系の観察窓に向けて開口配置されている。
そして、送気送水ノズルの先端開口部から噴出される空気又は水が観察光学系の観察窓に
吹き付けられて観察窓の汚れを落とすようになっている。さらに、挿入部の突出部の根元
側の端面には処置具挿通チャンネルの先端開口部が前方に向けて開口配置されている。
【特許文献１】特開２００５－６４０号公報
【特許文献２】特開２００２－３２５７２２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献２のように内視鏡の挿入部の先端に、前方に向けて突出された突出部の端面に
送気送水ノズルが配設されている場合には、送気送水ノズルの先端部が対象物接触型の観
察光学系の先端部位置よりも前方に突出されている。この場合には対象物接触型の観察光
学系を対象物に接触させてその対象物を観察する際に、送気送水ノズルの開口部が対象物
に引っ掛かり、対象物接触型の観察光学系を対象物に接触させる作業が行いにくくなるこ
とや、観察部位の生体組織表面にキズが付くことで病理判断がしにくくなる可能性がある
。
【０００５】
　本発明は上記事情に着目してなされたもので、その目的は、送気送水ノズルの開口部が
対象物に引っ掛かることを低減することができ、対象物接触型の観察光学系による観察や
診断作業を容易に行うことができる内視鏡の先端部を提供することにある。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、被検体に挿入するための挿入部と、前記挿入部の先端部に突出して設けられ
、前記被検体を観察するための第１の観察部と被検体に照明光を照射するための照明部と
を配置する突出面と、前記挿入部に設けられ、前記突出面と略平行な平面を有する非突出
面と、前記非突出面に配置される第２の観察部と、前記非突出面に設けられ、前記第２の
観察部に対して流体を送出するためのノズル部と、を有し、前記突出面と前記非突出面と
の間の段差は、前記突出面が前記第２の観察部の視野に入ることを防止できる高さに形成
され、前記第１の観察部および前記照明部の前端部は、前記突出面の面位置よりも前方に
突出されていることを特徴とする内視鏡の先端部である。
【０００７】
　そして、本発明では、挿入部の非突出面に設けられた第２の観察部に対して流体を送出
するノズル部を挿入部の非突出面に配置することにより、ノズル部の高さを低くする。こ
れにより、挿入部の突出面を生体組織（被検体）に接触させて観察する場合に、ノズル部
が生体に引っ掛かり難くするようにしたものである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、送気送水ノズルの開口部の高さが低くなるため、生体組織（被検体）
生体に接触して観察する場合に、送気送水ノズルが対象物に引っ掛かることを低減するこ
とができ、対象物接触型の観察光学系による観察や診断作業を容易に行うことができる内
視鏡の先端部を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の第１の実施の形態を図１乃至図１８を参照して説明する。図１は本実施
の形態の内視鏡システム１全体の概略構成を示す。図１に示すように本実施の形態の内視
鏡システム１は、内視鏡２と、この内視鏡２に照明光を供給する照明手段としての光源装
置３と、内視鏡２に対する信号処理を行う信号処理装置としてのプロセッサ４と、このプ
ロセッサ４に接続されたモニタ５と、送気送水を行う送気送水装置６と、前方送水を行う
前方送水装置７とを備えている。
【００１３】
　内視鏡２は、体腔内に挿入する細長な挿入部１１と、この挿入部１１の基端に連結され
る操作部１２と、この操作部１２の側部から延出するユニバーサルケーブル１３とを有し
ている。このユニバーサルケーブル１３の端部に設けられたコネクタ１４は、光源装置３
に着脱自在に接続される。さらに、コネクタ１４は、スコープケーブル８を介してプロセ
ッサ４に接続されている。
【００１４】
　また、内視鏡２の挿入部１１は、その先端に形成される硬質の先端部１５と、この先端
部１５の基端に形成される湾曲部１６と、この湾曲部１６の基端から操作部１２まで形成
される可撓性を備えた可撓管部１７とを有する。
【００１５】
　図４（Ａ），（Ｂ）に示すように、内視鏡２の湾曲部１６には、挿入部１１の軸方向に
沿って円環状の複数の湾曲駒１８が回動自在に連設されている。各湾曲駒１８は、その内
周面に４つのパイプ状のワイヤ受け１９が溶着などの手段によって固設されている。４つ
のワイヤ受け１９は、挿入軸周りに夫々が略９０°ずらされた位置において、１つの湾曲
駒１８の内周面に固定されている。
【００１６】
　また、これら複数の湾曲駒１８には、それらの外周を覆うように細線のワイヤなどを筒
状に編み込んだ湾曲ブレード２０が被せられている。この湾曲ブレード２０上には、水密
を保つように外皮２１が被せられている。
【００１７】
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　この外皮２１は、先端部１５、湾曲部１６及び可撓管部１７からなる挿入部１１の全長
に渡って一体となるように被覆されている。この外皮２１の先端外周部分は、先端部１５
に糸巻きされたのち接着された糸巻き接着部２２により固着されている。
【００１８】
　また、挿入部１１内には、湾曲部１６を湾曲操作する４本の湾曲操作ワイヤ２３が挿通
されている。これら４本の湾曲操作ワイヤ２３は、先端部分が先端部１５内に設けられた
固定環１５ｃの４つの固定部１５ｄにより夫々、挿入軸周りに略９０°にずらされて保持
固定されている。さらに、４本の各湾曲操作ワイヤ２３は、湾曲駒１８の内周面の各ワイ
ヤ受け１９に夫々、挿通されている。そして、４本の各湾曲操作ワイヤ２３は湾曲部１６
から可撓管部１７の内部を通り、基端側の操作部１２に向かって延出されている。また、
固定環１５ｃは、後述する先端部１５の補強環１５ｂの内周側に挿嵌されている。
【００１９】
　なお、湾曲部１６の挿入軸が略直線となっている状態で、各湾曲駒１８の各ワイヤ受け
１９に挿通される各湾曲操作ワイヤ２３が略直線となるように、先端部１５及び各湾曲駒
１８が連結されている。
【００２０】
　また、これら湾曲操作ワイヤ２３は、基端部が操作部１２（図１参照）内に設けられた
図示しない湾曲操作機構に連結されている。操作部１２には、湾曲操作機構を駆動する図
示しない４方向湾曲操作用の湾曲操作ノブが配設されている。
【００２１】
　そして、湾曲操作ノブの操作により、４本の湾曲操作ワイヤ２３が交互に牽引又は弛緩
されることによって、湾曲部１６が４方向へ湾曲操作されるようになっている。これら４
方向とは、後述するモニタ５に表示される内視鏡画像の上下左右の４方向である。
【００２２】
　また、上下方向に湾曲部１６を操作する第１の湾曲操作手段である２本の湾曲操作ワイ
ヤ２３と、左右方向に湾曲部１６を操作する第２の湾曲操作手段である２本の湾曲操作ワ
イヤ２３とが夫々対となっている。すなわち、湾曲部１６内の湾曲駒１８における上下方
向に対応する方向の２つのワイヤ受け１９に夫々挿通保持される２本の湾曲操作ワイヤ２
３が上下方向操作用の第１の湾曲操作手段であり、湾曲部１６内の湾曲駒１８における左
右方向に対応する方向の２つのワイヤ受け１９に夫々挿通保持される２本の湾曲操作ワイ
ヤ２３が左右方向操作用の第２の湾曲操作手段である。
【００２３】
　なお、後述する説明における第１の方向としての上下方向は、モニタ５に表示される内
視鏡画像の上下方向、湾曲部１６が湾曲操作される上下方向として説明する。また、通常
において、モニタ５は、その上下方向が鉛直上下方向と略一致するように、設置されてい
る。更に、上記上下方向に略直交する第２の方向である左右方向は、モニタ５に表示され
る内視鏡画像の左右方向及び湾曲部１６が湾曲操作される左右方向と等しい。
【００２４】
　図３および図４（Ａ）は、本実施の形態の内視鏡２の挿入部１１の先端部分の内部構成
を示す。図３に示すように、挿入部１１の先端部１５内には、硬質な金属からなる円柱部
材（先端硬性部材）１５ａと、この円柱部材１５ａの基端側外周部を外嵌する円環状の補
強環１５ｂとが配設されている。図５に示すように円柱部材１５ａには、挿入部１１の軸
方向と平行な複数、本実施の形態では８つ（第１～第８）の孔部１５ａ１～１５ａ８が形
成されている。補強環１５ｂの基端部分は、最先端の湾曲駒１８と連結されている。
【００２５】
　さらに、円柱部材１５ａの先端面および円柱部材１５ａの先端側外周部には先端カバー
２４が外嵌される状態で装着されている。挿入部１１の先端部１５に配置される先端カバ
ー２４には、図２に示すように、前方に突出された突出段部２５と、この突出段部２５よ
りも１段低い中段部２６と、この中段部２６よりも１段低い下段部２７とを有する３段の
段部２５，２６，２７が形成されている。ここで、突出段部（突出部）２５の端面は、挿
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入部１１の軸方向と直交する平面２５ａによって形成されている。そして、この突出段部
２５の平面２５ａによって突出面が形成されている。
【００２６】
　また、本実施の形態では突出段部２５の平面２５ａは、先端カバー２４の前面全体の円
形状の１／４程度の面積に形成されている。すなわち、先端カバー２４の円形状の前面全
体の下半分で、かつ上下間を結ぶ中心線の図２に対して左側部分に形成されている。
【００２７】
　この突出段部２５の平面２５ａには、後述する対象物接触型の第１の撮像ユニット（第
１の観察部）２８の観察レンズである第１レンズ４１ａと、第１の照明窓２９とが配設さ
れている。第１の撮像ユニット２８は先端部１５のほぼ中央位置に配置されている。第１
の照明窓２９は第１の撮像ユニット２８の近傍位置に配置されている。
【００２８】
　中段部２６は、突出段部２５の平面２５ａとほぼ平行な平面２６ａを有する。この中段
部２６の平面２６ａには、後述する通常観察用の第２の撮像ユニット（第２の観察部）３
０の観察レンズである第１レンズ６１ａと、２つ（第２，第３）の照明窓３１，３２とが
配設されている。ここで、第２，第３の照明窓３１，３２は、第２の撮像ユニット３０の
両側に配置されている。さらに、中段部２６と突出段部２５との間の壁部には、傾斜角度
が例えば、４５°程度の傾斜面２５ｂが形成されている。
【００２９】
　なお、突出段部２５の平面２５ａと中段部２６の平面２６ａとの間の段差は、突出段部
２５が第２の撮像ユニット３０の視野に入ることを防止できる高さ、例えば、約０．７ｍ
ｍ程度に設定されている。
【００３０】
　また、図１６（Ｂ）は突出段部２５の高さと通常観察用の第２の撮像ユニット３０の第
１レンズ６１ａの入射光の入射角θとの関係を説明するための説明図である。ここで、パ
ラメータは、次のとおりである。ｘは第１レンズ６１ａのレンズ面中心から突出段部２５
まで距離、θは第１レンズ６１ａの入射光の入射角、ｙはレンズ第１面の光線高、ｔは突
出段部２５の高さである。
【００３１】
　また、突出段部２５の高さと通常観察用の第２の撮像ユニット３０の第１レンズ６１ａ
の入射光の入射角θとの関係を示す関係式は、次の式（１）のとおりである。　
　　ｔａｎθ＝（ｘ－ｙ）／ｔ　　…（１）
　そのため、突出段部２５が第２の撮像ユニット３０の第１レンズ６１ａの視野に入らな
い為には、下記式（２）のｔの値よりも小さい寸法に設定すればよい。
【００３２】
　　　　ｔ＝（ｘ－ｙ）／ｔａｎθ　　…（２）
　例えば、『パラメータ』として、θ＝７０°程度、ｘ＝３．５ｍｍ程度、ｙ＝１ｍｍ程
度に設定した場合の『計算結果』は、ｔ＝０．９１ｍｍとなる。これにより、上記『パラ
メータ』の場合にはｔ＝０．９１ｍｍの値よりも小さい寸法に設定すれば突出段部２５が
第２の撮像ユニット３０の第１レンズ６１ａの視野に入らないことがわかる。
【００３３】
　なお、挿入部１１の先端部１５に配設されている３つの照明窓、すなわち突出段部２５
の平面２５ａに配置されている第１の照明窓２９と、中段部２６の平面２６ａに配置され
ている第２，第３の照明窓３１，３２とは、次の関係に設定されている。本実施の形態で
は第１の照明窓２９の面積が最も大きく、次に第２の照明窓３１の面積が大きく、第３の
照明窓３２の面積が最も小さくなるように設定されている。これにより、３つの照明窓か
らの出射光量は、第１の照明窓２９からの出射光量が最も大きく、次に第２の照明窓３１
からの出射光量が大きく、第３の照明窓３２からの出射光量が最も小さくなるように設定
されている。
【００３４】
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　また、本実施の形態では、通常観察用の第２の撮像ユニット３０の先端に配置されてい
る観察レンズとしての第１レンズ６１ａは、そのレンズ径（外径である直径）が第１の撮
像ユニット２８の先端に配置されている観察レンズとしての第１レンズ４１ａのレンズ径
よりも大きい径に設定されている。
【００３５】
　下段部２７は、突出段部２５の平面２５ａとほぼ平行な平面２７ａを有する。この下段
部２７の平面２７ａには、挿入部１１の内部に配設された処置具挿通チャンネル（鉗子チ
ャンネルともいう）３３の先端開口部３３ａと、後述する送気送水ノズル３４とが配設さ
れている。
【００３６】
　さらに、下段部２７と中段部２６との間の壁部には、傾斜角度が例えば、４５°程度の
傾斜面２６ｂと、この傾斜面２６ｂよりも傾斜角度が小さい流体ガイド面２６ｃとが形成
されている。この流体ガイド面２６ｃは、下段部２７の送気送水ノズル３４と、中段部２
６の第２の撮像ユニット３０との間に配置されている。この流体ガイド面２６ｃは、傾斜
角度が例えば、１８°程度の緩い傾斜面によって形成されている。
【００３７】
　また、図６に示すように送気送水ノズル３４は、略Ｌ字形状に曲げられた管状部材であ
る。この送気送水ノズル３４の先端部は、第２の撮像ユニット３０の観察レンズである第
１レンズ６１ａ側に向けて配置されている。さらに、この送気送水ノズル３４の先端開口
部の噴出口３４ａは流体ガイド面２６ｃに向けて対向配置されている。ここで、図１２に
示すようにこの送気送水ノズル３４の先端開口部の噴出口３４ａの先端面と第２の撮像ユ
ニット３０の観察レンズである第１レンズ６１ａとはほぼ同一面に配置されている。これ
により、洗浄時の水切れ性を高めることができる。
【００３８】
　なお、送気送水ノズル３４は、後述するように、その先端側が合流して１つになってい
る送気送水管路１０６に接続され、送気送水管路１０６の基端側が送気管路１０６ａと送
水管路１０６ｂに分岐している。
【００３９】
　また、突出段部２５の平面２５ａである突出面以外の部分、例えば中段部２６の平面２
６ａと、下段部２７の平面２７ａと、中段部２６と突出段部２５との間の壁部の傾斜面２
５ｂと、下段部２７と中段部２６との間の壁部の傾斜面２６ｂや流体ガイド面２６ｃと、
下段部２７と突出段部２５との間の壁部の傾斜面２５ｃとによって非突出面が形成されて
いる。この傾斜面２５ｃは、傾斜角度が例えば、４５°程度に形成されている。
【００４０】
　ここで、図１２に示すように突出段部２５の平面２５ａである突出面は、送気送水ノズ
ル３４の先端部よりも先端側に配置されている。これにより、突出段部２５の平面２５ａ
が被検体に当接された際に、送気送水ノズル３４の先端部が被検体に引っ掛かることが防
止されている。
【００４１】
　さらに、挿入部１１の先端部１５には、非突出面、本実施の形態では下段部２７と突出
段部２５との間の傾斜面２５ｃに前方送水用の開口部３５ａが配設されている。図２に示
すようにこの前方送水用の開口部３５ａは、通常観察用の第２の撮像ユニット３０の垂直
中心軸上近傍に配置されている。この開口部３５ａは、挿入部１１に挿通された前方送水
用の管路（前方送水チャンネル）３５と連通されている。なお、前方送水用の管路３５の
内径は略１ｍｍに設定されている。
【００４２】
　また、先端部１５の円柱部材１５ａの８つ（第１～第８）の孔部１５ａ１～１５ａ８は
、それぞれ先端カバー２４の第１の撮像ユニット２８、第１の照明窓２９、第２の撮像ユ
ニット３０、第２の照明窓３１、第３の照明窓３２、処置具挿通チャンネル３３の先端開
口部３３ａ、送気送水ノズル３４、前方送水用の開口部３５ａと対応する位置に設けられ
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ている。そして、第１の孔部１５ａ１には第１の撮像ユニット２８の構成要素、第２の孔
部１５ａ２には第１の照明窓２９の構成要素、第３の孔部１５ａ３には第２の撮像ユニッ
ト３０の構成要素、第４の孔部１５ａ４には第２の照明窓３１の構成要素、第５の孔部１
５ａ５には第３の照明窓３２の構成要素、第６の孔部１５ａ６には処置具挿通チャンネル
３３の管路の構成要素、第７の孔部１５ａ７には送気送水ノズル３４用の管路の構成要素
、第８の孔部１５ａ８には前方送水用の開口部３５ａに連通する管路の構成要素がそれぞ
れ後述する通り組み込まれている。
【００４３】
　また、図１１（Ａ）は対象物接触型の第１の撮像ユニット２８、図７は通常観察用の第
２の撮像ユニット３０、図６は送気送水ノズル３４、図１３は前方送水用の開口部３５ａ
の構成をそれぞれ示す。
【００４４】
　図１１（Ａ）に示すように第１の撮像ユニット２８は、超高倍率の第１のレンズユニッ
ト３６と、第１の電気部品ユニット３７とを有している。なお、第１のレンズユニット３
６の超高倍率は、細胞や腺管構造を始めとする組織学的観察レベルの倍率（一般的な光学
顕微鏡と同程度の例えば、２００～１０００倍程度のレベル）である。
【００４５】
　第１のレンズユニット３６は、さらに２つ（第１，第２）のユニット構成体３９，４０
を有する。第１のユニット構成体３９は、第１レンズ枠３９ａと、第１レンズ群３９ｂと
を有する。図１１（Ｂ）に示すように第１レンズ群３９ｂは、７つ（第１～第７）の対物
レンズ４１ａ～４１ｇを有する。ここで、観察レンズである第１レンズ４１ａは、第１レ
ンズ枠３９ａの先端部に配置されている。第１レンズ４１ａの先端部は、第１レンズ枠３
９ａの先端部よりも前方に突出した状態で第１レンズ枠３９ａに例えば、接着固定されて
いる。
【００４６】
　また、第１レンズ４１ａと、その後方の第２レンズ４１ｂとの間には、光学絞り４２と
、レンズ面間を調整する調整絞り４３とが介設されている。さらに、第２レンズ４１ｂの
後方には、第３レンズ４１ｃ～第７レンズ４１ｇが順次配設されている。ここで、第４レ
ンズ４１ｄと、第５レンズ４１ｅとの間には間隔環４４と、光学絞り４５とが介設されて
いる。さらに、第５レンズ４１ｅと、第６レンズ４１ｆとの間には光学絞り４６と、間隔
環４７とが介設され、第６レンズ４１ｆと、第７レンズ４１ｇとの間には間隔環４８と、
調整絞り４９とが介設されている。
【００４７】
　また、第２のユニット構成体４０は、第２レンズ枠４０ａと、第２レンズ４０ｂとを有
する。第２レンズ枠４０ａには、第１のユニット構成体３９を収容する収容空間５０の後
方に第２レンズ４０ｂが配設されている。
【００４８】
　第１のレンズユニット３６の後端部には、第１の電気部品ユニット３７が連設されてい
る。ここで、第１の電気部品ユニット３７は、例えばＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌ
ｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）、ＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ－Ｏｘｉｄ
ｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）などの第１の撮像素子５１と、第１の回路基板５２と
を有する。さらに、第１の撮像素子５１の前面の受光面側には、カバーレンズ５３が設け
られている。
【００４９】
　そして、第１の電気部品ユニット３７のカバーレンズ５３は、第１のレンズユニット３
６の後端部の対物レンズ、すなわち、第２のユニット構成体４０の第２レンズ４０ｂに並
設される状態で固定されている。これにより、第１のレンズユニット３６と、第１の電気
部品ユニット３７とが一体化された超高倍率の観察光学ユニット２８Ａが形成されている
。
【００５０】
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　第１の回路基板５２は、電気部品及び配線パターンを有し、信号ケーブル５４の複数の
信号線の先端部が半田付け等の手段によって接続されている。さらに、カバーレンズ５３
、第１の撮像素子５１、第１の回路基板５２及び信号ケーブル５４の先端部分は、夫々の
外周部が一体的に絶縁封止樹脂などにより覆われている。
【００５１】
　また、図３に示すように超高倍率の観察光学ユニット２８Ａは、円柱部材１５ａの第１
の孔部１５ａ１内に挿入された状態で接着されて組み付け固定されている。これにより、
第１の撮像素子５１のＣＣＤの駆動温度が高い第１の撮像ユニット２８は、円柱部材１５
ａの第１の孔部１５ａ１内に配置されている。ここで、観察光学ユニット２８Ａは、固定
ねじを使用しない状態で円柱部材１５ａの第１の孔部１５ａ１に固定されることにより、
第１の撮像ユニット２８と円柱部材１５ａとの固定部に固定ねじが占める断面積を低減で
きる。そのため、内視鏡２の先端部１５の細径化が可能となる。さらに、第１の撮像ユニ
ット２８の第１レンズ４１ａの前端部は突出段部２５の平面２５ａの位置よりも前方に突
出された状態で固定されている。
【００５２】
　そして、第１のレンズユニット３６から第１の撮像素子５１に結像される光学像が第１
の撮像素子５１によって電気的な画像信号に光電変換され、その画像信号が第１の回路基
板５２に出力される。さらに、第１の回路基板５２から出力される光学像の電気信号が信
号ケーブル５４を介して後述する後続の電気機器に伝送される。
【００５３】
　また、第２の撮像ユニット３０は、図７に示すように構成されている。すなわち、第２
の撮像ユニット３０は、観察倍率をＴｅｌｅ（拡大）位置からＷｉｄｅ（広角）位置まで
連続的に変更可能なズーム光学系を備えた第２のレンズユニット５５と、第２の電気部品
ユニット５６とを有している。
【００５４】
　第２のレンズユニット５５は、さらに４つ（第１～第４）のユニット構成体５７～６０
を有する。第１のユニット構成体５７は、第１レンズ枠５７ａと、第１レンズ群５７ｂと
を有する。図８（Ａ）に示すように第１レンズ群５７ｂは、６つ（第１～第６）の対物レ
ンズ６１ａ～６１ｆを有する。ここで、観察レンズである第１レンズ６１ａは、第１レン
ズ枠５７ａの先端部に配置されている。第１レンズ６１ａの先端部は、第１レンズ枠５７
ａの先端部よりも前方に突出した状態で第１レンズ枠５７ａに例えば、接着固定されてい
る。
【００５５】
　また、第２のユニット構成体５８は、撮影光軸方向に対して進退可能なズーミング用の
移動光学ユニットである。この第２のユニット構成体５８は、第２レンズ枠（摺動レンズ
枠）５８ａと、第２レンズ群（ズームレンズ）５８ｂとを有する。第２レンズ群５８ｂは
、２つ（第１，第２）のレンズ６２ａ，６２ｂを有する。
【００５６】
　第３のユニット構成体５９は、第３レンズ枠５９ａと、第３レンズ群５９ｂとを有する
。第３レンズ枠５９ａの内部には先端側に第２のユニット構成体５８を撮影光軸方向に対
して進退可能に保持するガイド空間５９ｃを有する。そして、このガイド空間５９ｃの後
方に第３レンズ群５９ｂが配設されている。第３レンズ群５９ｂは、３つ（第１～第３）
のレンズ６３ａ～６３ｃを有する。
【００５７】
　第４のユニット構成体６０は、第４レンズ枠６０ａと、第４レンズ群６０ｂとを有する
。第４レンズ群６０ｂは、２つ（第１，第２）のレンズ６４ａ，６４ｂを有する。
【００５８】
　また、図８（Ｂ）に示すように第２のユニット構成体５８の第２レンズ枠５８ａの一側
部には側方に突出する突出部６５が設けられている。この突出部６５には第２のユニット
構成体５８を撮影光軸方向に対して進退操作する操作ワイヤ６６の先端部が固定されてい
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る。
【００５９】
　そして、操作部１２に設けられる図示しないズーミング用の操作レバーがユーザーによ
り操作されることにより、操作ワイヤ６６が撮影光軸方向に対して進退駆動される。この
とき、操作ワイヤ６６が先端方向に押し出される操作にともないズーム光学系である第２
のユニット構成体５８は、図９（Ｂ）に示すように前方（Ｗｉｄｅ（広角）位置方向）に
向けて移動されるようになっている。さらに、操作ワイヤ６６が手元側方向に引っ張られ
る操作にともないズーム光学系である第２のユニット構成体５８は、図９（Ａ）に示すよ
うに手元側（Ｔｅｌｅ（拡大）位置方向）に向けて移動されるようになっている。
【００６０】
　また、第３レンズ枠５９ａには、第２レンズ枠５８ａの突出部６５がズーミング動作方
向に移動する動作をガイドするズームガイド用のガイド空間６７が形成されている。この
ガイド空間６７の先端部には第２レンズ枠５８ａの突出部６５がＷｉｄｅ（広角）位置方
向に移動する際の移動端の位置決め用の位置決め部材６８が設けられている。この位置決
め部材６８には第２レンズ枠５８ａの突出部６５の前端部６５ａに当接してＷｉｄｅ（広
角）位置方向の限界位置を規制する突き当て部６８ａが形成されている。この位置決め部
材６８の突き当て部６８ａと、突出部６５の前端部６５ａとの突き当て位置は、第２レン
ズ枠５８ａの突出部６５の力点６５ｂの近傍、すなわち、突出部６５と操作ワイヤ６６と
の連結部の近傍位置に配置されている。
【００６１】
　なお、ガイド空間６７の後端部には第２レンズ枠５８ａの突出部６５がＴｅｌｅ（拡大
）側方向に対する位置規制用のストッパ５００が設けられている。このストッパ５００は
、ストッパ受け５０１に螺合して固定されており、螺合の位置を調整することで、Ｔｅｌ
ｅ（拡大）側の最大倍率を調整することができる。
【００６２】
　また、摺動するズーミング用の第２のユニット構成体５８には、図８（Ｂ）に示すよう
に第２レンズ枠５８ａに明るさ絞り７０が設けられている。この明るさ絞り７０は、第２
レンズ枠５８ａに保持されている第１のレンズ６２ａの前面側に配置されている。この明
るさ絞り７０は、遮光性シートの中央部分に光を透過させる開口部７０ａが設けられてい
る。
【００６３】
　また、第３のユニット構成体５９には、図８（Ｃ）に示すように第１レンズ６３ａと第
２レンズ６３ｂとの間にレンズ間隔を決める位置決め部材として複数、本実施の形態では
２つの間隔環７１が介設されている。２つの間隔環７１間には、光学フレアを防止するフ
レア絞り７２が介挿されている。
【００６４】
　さらに、第４のユニット構成体６０の後端部には、第２の電気部品ユニット５６が連設
されている。第２の電気部品ユニット５６には、第１の撮像ユニット２８と同様に、ＣＣ
Ｄ、ＣＭＯＳなどの第２の撮像素子７３と、第２の回路基板７４とを有する。さらに、第
２の撮像素子７３の前面の受光面側には、カバーレンズ７５が設けられている。
【００６５】
　そして、第２の電気部品ユニット５６のカバーレンズ７５は、第２のレンズユニット５
５の後端部の対物レンズ、すなわち、第４のユニット構成体６０の第２レンズ６４ｂに並
設される状態で固定されている。これにより、第２のレンズユニット５５と、第２の電気
部品ユニット５６とが一体化された通常観察用の観察光学ユニット３０Ａが形成されてい
る。
【００６６】
　第２の回路基板７４は、電気部品及び配線パターンを有し、信号ケーブル７６の複数の
信号線の先端部が半田付け等の手段によって接続されている。さらに、カバーレンズ７５
、第２の撮像素子７３、第２の回路基板７４及び信号ケーブル７６の先端部分は、夫々の
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外周部が一体的に絶縁封止樹脂などにより覆われている。
【００６７】
　そして、第２のレンズユニット５５から第２の撮像素子７３に結像される光学像が第２
の撮像素子７３によって電気的な画像信号に光電変換され、その画像信号が第２の回路基
板７４に出力される。さらに、第２の回路基板７４から出力される光学像の電気信号が信
号ケーブル７６を介して後述する後続の電気機器に伝送される。
【００６８】
　また、図３に示すように通常観察用の観察光学ユニット３０Ａは、円柱部材１５ａの第
３の孔部１５ａ３内に第２のレンズユニット５５のみが挿入された状態で組み付けられ、
図５（Ａ）に示すように固定ねじ７７によって固定されている。ここで、固定ねじ７７の
中心線は、第２のレンズユニット５５のレンズ中心Ｏ１と操作ワイヤ６６のワイヤ中心Ｏ
２とを結んだ軸線方向に対して略垂直方向に配置されている。これにより、観察光学ユニ
ット３０Ａを円柱部材１５ａに固定する際の固定ねじ７７による第３レンズ枠５９ａへの
応力を軽減し、ズーミング用の移動光学ユニットである第２のユニット構成体５８側への
影響を低減させることができる。
【００６９】
　さらに、観察光学ユニット３０Ａの第２の電気部品ユニット５６は、円柱部材１５ａの
第３の孔部１５ａ３の後方に突出され、円柱部材１５ａに接触しない位置に配置されてい
る。これにより、２つあるＣＣＤ（第１の撮像ユニット２８の第１の撮像素子５１と、第
２の撮像ユニット３０の第２の撮像素子７３）の熱がお互いに干渉しないため、ＣＣＤの
発熱を抑えることができる。そのため、ＣＣＤの発熱に起因するノイズが少ない内視鏡２
が得られる。
【００７０】
　また、図１０は、第２の撮像ユニット３０の第２のレンズユニット５５の組み立て時に
使用されるレンズユニット組み付け治具７８を示す。このレンズユニット組み付け治具７
８は、ほぼＵ字状の治具本体７９を有する。この治具本体７９は、離間対向配置された２
つの支持アーム８０ａ，８０ｂを有する。
【００７１】
　一方の支持アーム８０ａには、他方の支持アーム８０ｂとの対向面側に固定軸挿入穴８
１が形成されている。この固定軸挿入穴８１には固定軸８２の基端部が挿入された状態で
固定されている。固定軸８２の先端部は支持アーム８０ｂ側に向けて突設されている。固
定軸８２の先端部は第３のユニット構成体５９の第３レンズ枠５９ａの後端部側からレン
ズ枠５９ａ内に挿入可能になっている。
【００７２】
　また、支持アーム８０ｂには、支持アーム８０ａの固定軸挿入穴８１と対応する位置に
固定軸８２と同軸方向に延設された貫通孔８３が形成されている。この貫通孔８３には可
動軸８４が軸方向に摺動可能に挿入されている。ここで、固定軸８２の中心線と可動軸８
４の中心線とは同一軸線上に配置される状態で正確に位置決めされている。
【００７３】
　さらに、可動軸８４の先端部は支持アーム８０ａ側に向けて突設されている。この可動
軸８４の先端部には、第２のレンズユニット５５の第１のユニット構成体５７の先端部を
挿入可能なレンズユニット挿入穴８５が形成されている。
【００７４】
　そして、第２のレンズユニット５５の組み立て作業時には、まず、固定軸８２の先端部
に第３のユニット構成体５９の第３レンズ枠５９ａが組み付けられる。このとき、第３の
ユニット構成体５９の第３レンズ群５９ｂの第１～第３のレンズ６３ａ～６３ｃが第３レ
ンズ枠５９ａに組み付けられる前に、予め第３レンズ枠５９ａ内にズーミング用の第２の
ユニット構成体５８が挿入された状態にセットされる。その後、第３のユニット構成体５
９の第３レンズ枠５９ａの後端部側からレンズ枠５９ａ内に固定軸８２の先端部が挿入さ
れる。このとき、第３のユニット構成体５９の第３レンズ群５９ｂの第１～第３のレンズ
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６３ａ～６３ｃは、第３レンズ枠５９ａに組み付けられていない。この状態で、第３レン
ズ枠５９ａの後端部側からレンズ枠５９ａ内の第３レンズ群５９ｂの組み付け部分に固定
軸８２の先端部が挿入された状態にセットされる。
【００７５】
　続いて、可動軸８４の先端部に第１のユニット構成体５７が組み付けられる。このとき
、第１のユニット構成体５７の第１レンズ枠５７ａの先端部が可動軸８４のレンズユニッ
ト挿入穴８５内に挿入された状態にセットされる。
【００７６】
　その後、可動軸８４が固定軸８２側に向けて移動され、第３レンズ枠５９ａの先端部に
第１のユニット構成体５７の第１レンズ枠５７ａの基端部が挿入されて嵌合される。この
状態で、第１レンズ枠５７ａの基端部と第３レンズ枠５９ａの先端部との嵌合部間が接着
固定される。これにより、第１のユニット構成体５７の第１レンズ群５７ｂの光軸と、第
２のユニット構成体５８の第２レンズ群５８ｂの光軸と、第３のユニット構成体５９に組
み付けられる第３レンズ群５９ｂの光軸との間の光軸のずれが修正され、第２の撮像ユニ
ット３０の組み立てのばらつきを防止することができる。
【００７７】
　また、図１に示すように第１の撮像ユニット２８の信号ケーブル５４および第２の撮像
ユニット３０の信号ケーブル７６は、挿入部１１、操作部１２、ユニバーサルケーブル１
３の内部を順次介してコネクタ１４内に延出されている。コネクタ１４内にはリレー基板
８６が内蔵されている。このリレー基板８６には信号ケーブル５４および７６の基端部が
接続されている。そして、これら信号ケーブル５４，７６は、コネクタ１４内のリレー基
板８６によって共通の信号ケーブル８７と選択的に切り換え可能に接続されている。
【００７８】
　さらに、コネクタ１４のリレー基板８６は、コネクタ１４内の信号ケーブル８７および
スコープケーブル８内の切換信号線８８を介してプロセッサ４内の後述する制御回路８９
に接続されている。
【００７９】
　また、挿入部１１の先端部１５に配設されている３つの照明窓、すなわち第１の照明窓
２９、第２の照明窓３１、第３の照明窓３２にはそれぞれ照明レンズユニット９０が設け
られている。図３に示すように、各照明レンズユニット９０は、複数の照明レンズ９１と
、それら照明レンズ９１を保持する保持枠９２とを有する。なお、図３中には第１の照明
窓２９と第２の照明窓３１とを示す。
【００８０】
　さらに、先端部１５の円柱部材１５ａに形成される８つの孔部１５ａ１～１５ａ８のう
ち、３つの孔部、すなわち、第２の孔部１５ａ２と、第４の孔部１５ａ４と、第５の孔部
１５ａ５の前端部には、先端側から各照明レンズユニット９０の照明レンズ９１が夫々挿
嵌されている。ここで、第１の照明窓２９の照明レンズ９１の前端部は、突出段部２５の
平面２５ａの位置よりも前方に突出された状態で固定されている。さらに、第１の照明窓
２９の照明レンズ９１の前端部は、第１の撮像ユニット２８の第１レンズ４１ａの前端部
位置よりも前方に突出されている。
【００８１】
　また、第２の孔部１５ａ２と、第４の孔部１５ａ４と、第５の孔部１５ａ５の後端部に
は照明光を伝送するライトガイド９３の先端部分が夫々挿嵌されている。ライトガイド９
３は、先端部分に円筒部材９４が被せられ、複数のファイバ繊維を束ねている外皮９５、
及びゴア素材である保護チューブ５０２により被覆されている。
【００８２】
　また、ライトガイド９３は、挿入部１１、操作部１２、ユニバーサルケーブル１３の内
部を順次介してコネクタ１４内に延出されている。ライトガイド９３の基端部９６側はコ
ネクタ１４から突出する図示しないライトガイドコネクタに接続されている。そして、こ
のライトガイドコネクタが光源装置３に着脱可能に接続されている。
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【００８３】
　光源装置３は、白色光を発生するランプ９７と、このランプ９７の光を平行な光束にす
るコリメータレンズ９８と、このコリメータレンズ９８の透過光を集光してライトガイド
９３の基端部９６に出射する集光レンズ１００とを有する。なお、この光源装置３は、ラ
ンプ９７からの照明光の明るさを調整する図示しない調光機能を有する。
【００８４】
　また、本実施の形態では、ライトガイド９３は、例えば操作部１２内で分岐され、挿入
部１１において３本に分割された状態で挿通されている。そして、３本に分割された各ラ
イトガイド９３の先端部は、先端カバー２４に設けられた３つの照明窓、すなわち第１の
照明窓２９、第２の照明窓３１、第３の照明窓３２の各照明レンズ９１の背面近傍に夫々
対向配置され、円柱部材１５ａの第２の孔部１５ａ２と、第４の孔部１５ａ４と、第５の
孔部１５ａ５の後端部に例えば、ねじ止め固定されている。
【００８５】
　そして、光源装置３のランプ９７からの照明光がライトガイド９３の基端部９６に照射
され、このライトガイド９３を介して導光される照明光が第１の照明窓２９、第２の照明
窓３１、第３の照明窓３２の各照明レンズ９１を介して内視鏡２の前方に出射されるよう
になっている。
【００８６】
　また、図４（Ａ）に示すように先端部１５の円柱部材１５ａに形成される第６の孔部１
５ａ６には基端部側から処置具挿通チャンネル３３に連通する連通管１０５の先端部分が
挿嵌されている。この連通管１０５の基端部は円柱部材１５ａの後方に突出され、この連
通管１０５の基端部分に処置具挿通チャンネル３３の先端部が連結されている。この処置
具挿通チャンネル３３の先端は、先端カバー２４の先端開口部３３ａに連通されている。
【００８７】
　この処置具挿通チャンネル３３は、挿入部１１の基端付近で分岐し、一方は操作部１２
に配設される図示しない処置具挿入口まで挿通している。また他方は、挿入部１１及びユ
ニバーサルケーブル１３内を通って吸引チャンネルに連通し、その基端がコネクタ１４を
介して図示しない吸引手段に接続される。
【００８８】
　また、図６に示すように先端部１５の円柱部材１５ａに形成される第７の孔部１５ａ７
の前端部には送気送水ノズル３４の基端部分が挿嵌されている。さらに、第７の孔部１５
ａ７の後端部には送気送水ノズル３４用の送気送水管路１０６に連通する連通管１０７の
先端部分が挿嵌されている。この連通管１０７の基端部は円柱部材１５ａの後方に突出さ
れ、この連通管１０７の基端部分に送気送水管路１０６の先端部が連結されている。なお
、連通管１０７と送気送水管路１０６とは、糸巻きにより接続固定されている。
【００８９】
　送気送水管路１０６の基端部分は、分岐管１０８に連結されている。ここで、分岐管１
０８の分岐端部１０８ａ，１０８ｂには、送気管路１０６ａ及び送水管路１０６ｂの先端
部分が夫々接続されている。これにより、送気送水管路１０６は、送気管路１０６ａ及び
送水管路１０６ｂと連通する。なお、各管路１０６，１０６ａ，１０６ｂと分岐管１０８
とは、糸巻きにより接続固定されており、夫々の接続部分及び分岐管１０８全体の周囲に
例えば接着剤などが塗布され、各接続部分が気密（水密）保持されている。
【００９０】
　また、送気送水ノズル３４に連通する送気管路１０６ａ及び送水管路１０６ｂは、ユニ
バーサルケーブル１３のコネクタ１４まで挿通しており、送気及び送水を行う図示しない
ポンプを内蔵した送気送水装置６に接続される。
【００９１】
　また、送気管路１０６ａ及び送水管路１０６ｂの中途部には、操作部１２に配設された
送気送水ボタン１０９が介装されている。そして、この送気送水ボタン１０９が操作され
ることにより、送気及び送水が行われる。
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【００９２】
　これにより、送気送水ノズル３４の噴出口３４ａからは、空気などの気体又は滅菌水な
どの液体が噴出方向に噴出される。このとき、送気送水ノズル３４の噴出口３４ａから噴
出される滅菌水や空気などの流体が流体ガイド面２６ｃに沿って第２の撮像ユニット３０
の第１レンズ６１ａ側に導かれ、第２の撮像ユニット３０の第１レンズ６１ａの表面に付
着した体液、付着物等の汚れを除去及び洗浄して、清浄な状態での撮像及び観察視野を確
保できるようにしている。
【００９３】
　また、図１３は、先端カバー２４に開口部３５ａを有する前方送水用管路３５の構成を
示す。図１３に示すように先端部１５の円柱部材１５ａに形成される第８の孔部１５ａ８
には、後端部側から略円筒状の管部材３５ｂの先端部分が挿嵌されている。この管部材３
５ｂの基端部は円柱部材１５ａの後方に突出され、この管部材３５ｂの基端部分に前方送
水用管路３５の先端部が連結されている。なお、前方送水用管路３５の先端部は管部材３
５ｂの基端部分を覆い、先端部分が糸巻きにより接続固定されている。
【００９４】
　この前方送水用管路３５は、挿入部１１、操作部１２及びユニバーサルケーブル１３を
通って、コネクタ１４まで挿通しており、前方送水装置７に接続される。この前方送水用
管路３５の中途部には、操作部１２において、図示しない前方送水ボタンが介装されてい
る。
【００９５】
　この前方送水ボタンが操作されると、挿入部１１の先端カバー２４の開口部３５ａから
体腔への挿入方向に向かって滅菌水などの液体が吹き付けられる。これにより、体腔内の
被検部位に付着した体液などを洗浄することができる。なお、図１に示すように、前方送
水装置７から延出するケーブルにフットスイッチ７ａが接続されており、このフットスイ
ッチ７ａの操作により、ユーザーは、挿入部１１の先端面から体腔への挿入方向に向かっ
て滅菌水などの液体を吹き付けることもできる。
【００９６】
　さらに、図１６（Ａ）に示すように挿入部１１の先端カバー２４の外周面には、突出段
部２５の平面２５ａ上の第１レンズ４１ａの配置位置から離れた反対側の角部端縁部に、
それ以外の側面の角部端縁部２０１に比べて面取り角が大きい面取り角拡大部２０２（図
１６（Ａ）中に実線で示す）を有する。この面取り角拡大部２０２は、面取り角Ｒが１～
１．３ｍｍ程度、面取り角拡大部２０２以外の側面の角部端縁部２０１は、面取り角Ｒが
０．７～１ｍｍ程度にそれぞれ設定されている。
【００９７】
　また、プロセッサ４内には、第１の撮像ユニット２８の第１の撮像素子５１と、第２の
撮像ユニット３０の第２の撮像素子７３とをそれぞれ駆動するドライブ回路１１０ａ，１
１０ｂと、リレー基板８６を介して前記２つの撮像素子５１，７３から夫々出力される撮
像信号に対して信号処理を行う信号処理回路１１１と、信号処理回路１１１等の動作状態
を制御する制御回路８９とが設けられている。
【００９８】
　また、内視鏡２の操作部１２には、制御スイッチ１１２ａ，１１２ｂと、送気送水ボタ
ン１０９と、図示しない湾曲操作ノブと、通常観察用の第２の撮像ユニット３０のズーム
操作を行う図示しないズームレバーと、図示しない前方送水ボタンと、上述の図示しない
処置具挿通口とが設けられている。
【００９９】
　これら制御スイッチ１１２ａ，１１２ｂは、夫々信号線１１３ａ，１１３ｂを介してプ
ロセッサ４の制御回路８９と接続されている。本実施の形態では、例えば制御スイッチ１
１２ａは、切換を指示する信号を発生し、制御スイッチ１１２ｂは、例えばフリーズ指示
の信号を発生する。
【０１００】
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　リレー基板８６は、例えば、制御スイッチ１１２ａの操作に応じて、各撮像素子５１，
７３にそれぞれ接続された信号ケーブル５４，７６のうちの一方が共通の信号ケーブル８
７と接続された状態から他方の信号ケーブルが前記信号ケーブル８７と接続されるように
切換動作を行う。
【０１０１】
　具体的には、例えば、制御スイッチ１１２ａが操作されることにより、制御回路８９か
らスコープケーブル８内の切換信号線８８を介してリレー基板８６へ切換信号が出力され
る。リレー基板８６は、制御回路８９からの信号の入力端が通常において、Ｌ（ＬＯＷ）
レベルの状態となっており、切換制御端子をプルダウンしている。この状態では、通常観
察用の第２の撮像ユニット３０の信号ケーブル５４が共通の信号ケーブル８７と接続され
るようになっている。また、起動開始状態でも、切換制御端子は、Ｌレベルとなるように
している。つまり、切り換え指示の操作が行われないと、通常観察状態に設定されている
。
【０１０２】
　この状態において、ユーザーが、制御スイッチ１１２ａを操作すると、制御回路８９か
らの信号が切換信号線８８を介してリレー基板８６の入力端にＨ（ＨＩＧＨ）レベルとな
る制御信号が印加され、切換制御端子をプルアップする。その状態では、対象物接触型の
第１の撮像ユニット２８の信号ケーブル５４が共通の信号ケーブル８７と接続されるよう
になっている。
【０１０３】
　さらに、制御スイッチ１１２ａを操作すると、切換制御端子にＬレベルの信号が供給さ
れ、通常観察用の第２の撮像ユニット３０の信号ケーブル５４が共通の信号ケーブル８７
と接続されるようになっている。
【０１０４】
　また、制御スイッチ１１２ａの操作に伴い、制御回路８９は、信号処理回路１１１の動
作状態を通常観察用の第２の撮像ユニット３０の撮像素子５１及び対象物接触型の第１の
撮像ユニット２８の撮像素子７３に対応して動作を行うように制御する。
【０１０５】
　このプロセッサ４の信号処理回路１１１から出力される映像信号が入力されることによ
り、対象物接触型の第１の撮像ユニット２８又は通常観察用の第２の撮像ユニット３０の
各内視鏡画像がモニタ５に表示される。
【０１０６】
　また、各２つの撮像ユニット２８，３０によって撮影された被写体像がモニタ５（図１
参照）に表示されるが、このモニタ５の上下方向が各撮像素子５１，７３のＣＣＤ素子又
はＣＭＯＳ素子の垂直転送方向と一致し、左右方向が各撮像素子５１，７３のＣＣＤ素子
又はＣＭＯＳ素子の水平転送方向に一致している。すなわち、各２つの撮像ユニット２８
，３０により撮影された内視鏡画像の上下左右方向は、モニタ５の上下左右方向と一致し
ている。
【０１０７】
　このモニタ５に表示される内視鏡画像の上下左右方向に対応するように、挿入部１１の
湾曲部１６の上下左右方向が決定される。つまり、湾曲部１６内に挿通する４つの湾曲操
作ワイヤ２３が、上述したように、操作部１２に設けられる湾曲操作ノブの所定の操作に
よって牽引弛緩され、湾曲部１６は、モニタ５に表示される画像の上下左右方向に対応す
る上下左右の４方向へ湾曲自在となっている。
【０１０８】
　すなわち、通常観察と対象物接触型の拡大観察とが切替えられても、モニタ５に表示さ
れる内視鏡画像が常に湾曲部１６の湾曲操作方向の上下左右方向が等しくなるように２つ
の撮像ユニット２８，３０は、夫々の撮像素子５１，７３の水平転送方向及び垂直転送方
向が夫々一致するように先端部１５内での設置方向が決められている。
【０１０９】
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　これにより、ユーザーは、内視鏡画像を通常観察画像と拡大観察画像とに切替えた際の
モニタ５に表示される内視鏡画像の上下左右方向の違和感を受けることなく湾曲部１６の
上下左右方向の湾曲操作を行える。
【０１１０】
　次に、上記構成の内視鏡システム１の作用について説明する。本実施の形態の内視鏡２
の使用時には内視鏡システム１は図１に示すようにセットされる。すなわち、ユーザーは
、内視鏡２のコネクタ１４を光源装置３に接続し、さらに、このコネクタ１４にスコープ
ケーブル８の一端を接続し、スコープケーブル８の他端をプロセッサ４に接続する。また
送気管路１０６ａ及び送水管路１０６ｂを送気送水装置６に接続する。
【０１１１】
　そして、ユーザーは、光源装置３やプロセッサ４などの電源スイッチをＯＮにして、そ
れぞれ動作状態に設定する。このとき、プロセッサ４の制御回路８９は、制御信号等を送
受信できる状態になる。
【０１１２】
　また、起動状態では、リレー基板８６は通常観察用の第２の撮像ユニット３０側が選択
されるように設定されている。このとき、制御回路８９は、ドライブ回路１１０ｂを駆動
させるように制御すると共に、信号処理回路１１１の動作状態を通常観察用の観察モード
に設定する。
【０１１３】
　内視鏡システム１のセットが終了した後、患者の体内に内視鏡２を挿入する作業が開始
される。この内視鏡２の挿入作業時にはユーザーは、内視鏡２の挿入部１１を体腔内に挿
入し、診断対象の患部等を観察できるように設定する。
【０１１４】
　また、光源装置３は、照明光の供給状態となる。そして、ライトガイド９３には例えば
ＲＧＢの照明光が面順次で供給される。これに同期して、ドライブ回路１１０ｂは、ＣＣ
Ｄドライブ信号を出力し、第１の照明窓２９および第２，第３の照明窓３１，３２を経て
患者の体腔内の患部等を照明する。
【０１１５】
　照明された患部等の被写体は、通常観察用の第２の撮像ユニット３０の第２のレンズユ
ニット５５を通って、第２の撮像素子７３の受光面に結像され、光電変換される。そして
、この第２の撮像素子７３は、ドライブ信号の印加により、光電変換した信号を出力する
。この信号は、信号ケーブル７６及びリレー基板８６により選択されている共通の信号ケ
ーブル８７を介して信号処理回路１１１に入力される。この信号処理回路１１１内に入力
された信号は、内部でＡ／Ｄ変換がされた後、Ｒ，Ｇ，Ｂ用メモリに一時格納される。
【０１１６】
　その後、Ｒ，Ｇ，Ｂ用メモリに格納された信号は、同時に読み出されて同時化されたＲ
，Ｇ，Ｂ信号となり、さらにＤ／Ａ変換されてアナログのＲ，Ｇ，Ｂ信号となり、モニタ
５においてカラー表示される。これにより、通常観察用の第２の撮像ユニット３０を使用
して第２の撮像ユニット３０の第１レンズ６１ａから離れた観察対象物を広範囲に観察す
る通常観察が行われる。
【０１１７】
　この通常観察中に、第２の撮像ユニット３０の第１レンズ６１ａの表面に体液、付着物
等の汚れが付着した場合には送気送水ボタン１０９が操作される。この送気送水ボタン１
０９の操作により、送気管路１０６ａ及び送水管路１０６ｂを通して送気及び送水が行わ
れる。そして、突出段部２５の下段部２７の送気送水ノズル３４の噴出口３４ａから、空
気などの気体又は滅菌水などの液体が噴出方向に噴出される。このとき、送気送水ノズル
３４の噴出口３４ａから噴出される滅菌水や空気などの流体は、突出段部２５の流体ガイ
ド面２６ｃに沿って第２の撮像ユニット３０の第１レンズ６１ａ側に導かれ、第２の撮像
ユニット３０の第１レンズ６１ａの表面に付着した体液、付着物等の汚れが除去及び洗浄
されて、清浄な状態での撮像及び観察視野が確保される。
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【０１１８】
　さらに、体腔内の被検部位に体液などが付着して汚れた場合には前方送水ボタンが操作
される。この前方送水ボタンの操作時には挿入部１１の先端カバー２４の開口部３５ａか
ら体腔への挿入方向に向かって滅菌水などの液体が吹き付けられる。これにより、体腔内
の被検部位に付着した体液などを洗浄することができる。
【０１１９】
　また、通常観察用の第２の撮像ユニット３０による観察は、患者の体内に挿入された内
視鏡２の先端部が目的の観察対象部位まで導かれるまで継続される。そして、内視鏡２の
先端部が目的の観察対象部位に接近した状態で、制御スイッチ１１２ａがＯＮ操作される
。
【０１２０】
　この制御スイッチ１１２ａのＯＮ操作時には、制御回路８９がこの切換指示信号を受け
て、リレー基板８６の切り換え制御を行う。このとき、制御回路８９は、ドライブ回路１
１０ｂを動作状態に制御すると共に、信号処理回路１１１を高倍率の観察モードに設定す
る。これにより、第２の撮像ユニット３０による通常観察のモードから対象物接触型の第
１の撮像ユニット２８を使用した高倍率の観察モードに切替えられる。
【０１２１】
　このように高倍率の観察モードに切替えられた状態で第１の撮像ユニット２８の第１レ
ンズ４１ａの先端部を対象物に接触させて観察対象の細胞組織などを高倍率で観察する高
倍率の対象物接触観察などが行われる。なお、高倍率で拡大観察する場合には、予め関心
部位に例えば色素が散布され、関心部位が染色されて細胞の輪郭を鮮明に観察できるよう
にしている。
【０１２２】
　そして、対象物接触型の第１の撮像ユニット２８による生体組織Ｈの観察時には挿入部
１１の先端部１５が生体組織Ｈの表面に押し付けられる。このとき、図１５に示すように
先端カバー２４の突出段部２５の部分が主に生体組織Ｈの表面に押し付けられ、これ以外
の非突出面は生体組織Ｈの表面に対して被接触状態で保持される。そのため、突出段部２
５に配置されている第１の撮像ユニット２８の先端の第１レンズ４１ａおよび第１の照明
窓２９の照明レンズ９１が観察対象の細胞組織などの生体組織Ｈの表面に接触される。な
お、超高倍率の第１の撮像ユニット２８の観察範囲は、観察窓である第１レンズ４１ａか
ら０～１００μｍと観察深度が浅く、ブレやピントのズレの為に不安定な観察状態になり
やすい。そのため、超高倍率の第１の撮像ユニット２８にて観察する場合は、観察窓であ
る第１レンズ４１ａを被検体に接触させ、内視鏡先端部１５がブレない状態に保持した状
態にて観察する。
【０１２３】
　この状態で、第１の照明窓２９の照明レンズ９１を通して照明光が細胞組織などの生体
組織Ｈに照射される。このとき、細胞組織などの生体組織Ｈに照射される照明光の一部は
、図１６（Ａ）中に矢印で示すように細胞組織などの生体組織Ｈの内部まで透過され、第
１の照明窓２９の照明レンズ９１の突き当て面の周囲にも拡散する。そのため、第１の撮
像ユニット２８の第１レンズ４１ａの前方の細胞組織などの生体組織Ｈの周囲部分にも照
明光が照射される。これにより、細胞組織などの生体組織Ｈの表面に押し当てられている
第１の撮像ユニット２８の第１レンズ４１ａによって観察される部分にも照明光が照射さ
れることにより、細胞組織などの生体組織Ｈの光が、第１の撮像ユニット２８のレンズユ
ニット３６を通って、第１の撮像素子５１の受光面に結像され、光電変換される。
【０１２４】
　なお、図１６（Ａ）中で、Ｏ３は第１の撮像ユニット２８の第１レンズ４１ａの中心位
置、Ｏ４は第１の照明窓２９の照明レンズ９１の中心位置、Ｌは第１レンズ４１ａの中心
位置Ｏ３と照明レンズ９１の中心位置Ｏ４との間の距離である。さらに、図１８は、対象
物接触型の第１の撮像ユニット２８による観察時に第１の撮像ユニット２８の第１レンズ
４１ａの中心位置Ｏ３と第１の照明窓２９の照明レンズ９１の中心位置Ｏ４との間の距離
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Ｌの違いによる観察状態の違いを説明するための透過光強度と、透過波長との関係を示す
特性図である。ここで、Ｌ１＜Ｌ２である。この図１８の特性図からも明らかなように第
１レンズ４１ａの中心位置Ｏ３と照明レンズ９１の中心位置Ｏ４との間の距離Ｌが小さい
場合（Ｌ１）には透過光強度が大きくなる。さらに、生体組織中での光の散乱により、短
波長側の光は長波長側の光よりも減衰しやすいことがわかる。
【０１２５】
　そして、第１の撮像素子５１は、ドライブ回路１１０ｂからのドライブ信号の印加によ
り、光電変換した信号を出力する。この場合、第１の撮像素子５１の内部で信号増幅され
て第１の撮像素子５１から出力される。この信号は、信号ケーブル５４及びリレー基板８
６により選択されている共通の信号ケーブル８７を経て信号処理回路１１１に入力される
。
【０１２６】
　この信号処理回路１１１内に入力された信号は、内部でＡ／Ｄ変換された後、Ｒ，Ｇ，
Ｂ用メモリに、例えば同時に格納される。その後、Ｒ，Ｇ，Ｂ用メモリに格納された信号
は、同時に読み出されて同時化されたＲ，Ｇ，Ｂ信号となり、さらにＤ／Ａ変換されてア
ナログのＲ，Ｇ，Ｂ信号となり、モニタ５に表示される。これにより、対象物接触型の第
１の撮像ユニット２８を使用した高倍率の観察モードで、第１の撮像ユニット２８の第１
レンズ４１ａの前方の細胞組織などの生体組織Ｈの観察が行われる。
【０１２７】
　そこで、上記構成のものにあっては次の効果を奏する。すなわち、本実施の形態によれ
ば、第２の撮像ユニット３０の観察レンズである第１レンズ６１ａに対して流体を送出す
る送気送水ノズル３４を挿入部１１の先端部１５の下段部２７に配設したので、送気送水
ノズル３４の高さを低くすることができる。これにより、挿入部１１の先端部１５の突出
段部２５の平面２５ａを生体組織（被検体）に接触させて観察する場合に、送気送水ノズ
ル３４が生体に引っ掛かり難くすることができる。そのため、送気送水ノズル３４の先端
開口部の噴出口３４ａが対象物に引っ掛かることを低減するとともに、観察部位の生体組
織表面にキズが付くことを低減することができ、対象物接触型の第１の撮像ユニット２８
による観察や診断作業を容易に行うことができる。
【０１２８】
　さらに、本実施の形態では図１２に示すように送気送水ノズル３４の先端開口部の噴出
口３４ａの先端面と第２の撮像ユニット３０の観察レンズである第１レンズ６１ａとはほ
ぼ同一面に配置したので、洗浄時に水切れ性が良い効果がある。
【０１２９】
　また、図１２に示すように突出段部２５の平面２５ａである突出面よりも後方に送気送
水ノズル３４の先端開口部の噴出口３４ａを配置したので、突出段部２５の平面２５ａが
被検体に当接された際に、送気送水ノズル３４の先端部が被検体に引っ掛かることを確実
に防止することができる。
【０１３０】
　また、図１６（Ａ）に示すように挿入部１１の先端カバー２４の外周面に、突出段部２
５の平面２５ａ上の第１レンズ４１ａの配置位置から離れた反対側の角部端縁部に、それ
以外の側面の角部端縁部２０１に比べて面取り角が大きい面取り角拡大部２０２を設けて
いる。これにより、突出段部２５の平面２５ａを被検体に当接させる際に、図１６（Ａ）
に示すように突出段部２５の第１レンズ４１ａの配置位置から離れた反対側の部分を同図
中に実線で示す面取り角拡大部２０２のように面取り角が大きい方が同図中に仮想線で示
すそれ以外の側面の角部端縁部２０１のように面取り角が小さい場合に比べて接触させや
すい。そのため、対象物接触型の第１の撮像ユニット２８による観察を行う場合に突出段
部２５の第１レンズ４１ａを安定に被検体に当接させることができる。
【０１３１】
　また、挿入部１１の先端カバー２４の面取り角拡大部２０２は、面取り角Ｒが１～１．
３ｍｍ程度、面取り角拡大部２０２以外の側面の角部端縁部２０１は、面取り角Ｒが０．
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７～１ｍｍ程度にそれぞれ設定されている。そのため、挿入部１１の先端カバー２４の面
取り角拡大部２０２の面取り角Ｒを必要以上に大きくする必要がないため内視鏡２の先端
部１５が太くならない効果がある。
【０１３２】
　また、本実施の形態の内視鏡２は、以下に説明する構造により種々の特徴（効果）を有
する。まず、図２および図３に示すように内視鏡２の先端部１５の突出段部２５の平面２
５ａに超高倍率の第１の撮像ユニット２８の観察窓の第１レンズ４１ａを配置させた。こ
こで、超高倍率の第１の撮像ユニット２８は、観察深度が狭いため、生体組織（被検体）
Ｈに接触させる超高倍率の観察時の場合、突出段部２５の平面２５ａに超高倍率の第１の
撮像ユニット２８を設ける方が生体組織にアプローチがしやすい効果がある。
【０１３３】
　また、接触観察する超高倍率の第１の撮像ユニット２８は、術者が操作し易い方向、す
なわち２つ以上の撮像ユニットを有する内視鏡２において、通常観察用の第２の撮像ユニ
ット３０の垂直中心軸上に他の（超高倍率の）第１の撮像ユニット２８の中心を配置した
状態に揃えて配置した。これにより、複数の観察窓がある場合、観察時の視差が発生する
が、複数の観察窓（第１の撮像ユニット２８の第１レンズ４１ａと、第２の撮像ユニット
３０の第１レンズ６１ａ）を術者が操作し易い方向に揃えて配置することで生体組織（被
検体）へのアプローチ性を向上できる。
【０１３４】
　さらに、内視鏡２の操作部には２つ（上下方向および左右方向）のアングルノブが配置
されているが、上下方向のアングルノブは親指で操作できるため術者が作業し易く、超高
倍率の観察時の生体組織へのアプローチ性も向上できる効果がある。
【０１３５】
　また、図２に示すように通常観察用の第２の撮像ユニット３０の垂直中心軸上近傍に、
前方送水用の開口部３５ａを設けた。ここで、前方送水用の開口部３５ａから前方送水を
行うことにより、体腔内の被検部位に付着した体液などを洗浄する際に上下方向のアング
ルノブの操作が組み合わされる場合が多い。そのため、主に使用する上下方向のアングル
ノブは親指で操作できるため術者が作業し易く、前方送水の作業性の向上を図ることがで
き、超高倍率の観察時の生体組織へのアプローチ性も向上できる効果がある。
【０１３６】
　また、超高倍率の第１の撮像ユニット２８及びその撮像ユニット用の照明窓である第１
レンズ４１ａを配置した内視鏡２の先端部１５の突出段部２５は、通常観察用の第２の撮
像ユニット３０に対して、表示モニターで略右下側（図２に対しては略左下側）へ配置し
た。一般に、内視鏡２の操作時に術者は挿入部１１を右ねじりすることは左ねじりするよ
りも比較的容易である。そのため、生体組織（被検体）Ｈへの接触部分は通常観察用の第
２の撮像ユニット３０に対して右下側へ配置したほうが超高倍率の第１の撮像ユニット２
８による観察時の生体組織へのアプローチ性も向上できる効果がある。
【０１３７】
　また、超高倍率の第１の撮像ユニット２８の観察窓の第１レンズ４１ａに対して略左下
側近傍に処置具挿通チャンネル３３の先端開口部３３ａを配置した。これにより、処置具
挿通チャンネル３３の先端開口部３３ａより吸引をかけることで生体組織（被検体）Ｈを
挿入部１１の先端へ引き寄せることができ、より安定した超高倍率の第１の撮像ユニット
２８による観察が可能となる。
【０１３８】
　さらに、通常観察用の第２の撮像ユニット３０に対して右下側へ超高倍率の第１の撮像
ユニット２８の観察窓の第１レンズ４１ａを配置する必要があるため、デッドスペースで
ある左下側に処置具挿通チャンネル３３を配置することにより、挿入部１１の内部スペー
スを効率よく使用することができ、挿入部１１を細くすることができる。
【０１３９】
　また、挿入部１１の先端部１５の下段部２７の送気送水ノズル３４と、中段部２６の第
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２の撮像ユニット３０との間にスロープ角を緩く（斜度１８°程度）した流体ガイド面２
６ｃを配置し、下段部２７と中段部２６との間の壁部の他の斜面は４５°程度に形成した
。これにより、送気送水ノズル３４の先端開口部の噴出口３４ａより噴出する送水をこの
ノズル噴出口３４ａの延長上に沿って整流状態で流すことが可能となり、送水性が向上で
きる効果がある。その結果、第２の撮像ユニット３０による通常観察の視野確保の向上を
図ることができる。
【０１４０】
　また、図５（Ａ），（Ｂ）に示すように送気送水ノズル３４の噴出口３４ａより噴出す
る送水をこのノズル噴出口３４ａの延長上に沿って第２の撮像ユニット３０の第１レンズ
６１ａに導く流体ガイド面２６ｃのデッドスペースに第２の撮像ユニット３０のズーミン
グ用のズーム摺動部機構を配置した。ここで、挿入部１１の先端部１５の突出段部２５を
高くした場合、水切れ性を考慮して送気送水ノズル３４の噴出口３４ａの流体ガイド面２
６ｃのスロープ角は約１８°程度にする必要があり、挿入部１１のデッドスペースが広く
なってしまう。そのため、通常観察用の第２の撮像ユニット３０に搭載されたズーム摺動
部機構５１０をこの流体ガイド面２６ｃのデッドスペースに配置することで内視鏡挿入部
１１の細径化が可能となる。
【０１４１】
　また、本実施の形態では生体組織（被検体）に接触観察する第１の撮像ユニット２８の
観察レンズである第１レンズ４１ａには送気送水ノズルを設けず、第１の撮像ユニット２
８以外の通常観察用の第２の撮像ユニット３０の観察レンズである第１レンズ６１ａを洗
滌するための送気送水ノズル３４のみを設けている。ここで、生体組織（被検体）に接触
する第１の撮像ユニット２８の第１レンズ４１ａは、粘液や残渣が付着していても、生体
組織（被検体）に接触した時に取り除くことができるため送気送水ノズルが不要である。
そのため、通常観察用の第２の撮像ユニット３０の第１レンズ６１ａのみを洗滌するため
の送気送水ノズル３４を設けることにより、このノズル３４を必要最低限に設けることが
でき内視鏡挿入部１１の細径化が可能となる。
【０１４２】
　また、図１９乃至図２２は本発明の第２の実施の形態を示すものである。本実施の形態
は第１の実施の形態（図１乃至図１８参照）の内視鏡システム１の内視鏡２の構成を次の
通り変更したものである。
【０１４３】
　すなわち、本実施の形態の内視鏡２では、図１９に示すように対象物に接触する突出段
部２５の平面２５ａの面積を第１の実施の形態よりも大きくしたものである。この先端カ
バー２４の突出段部２５の平面２５ａは、先端カバー２４の円形状の前面全体のほぼ下半
分の部分に、先端カバー２４の前面全体の円形状の１／２程度の面積に形成されている。
【０１４４】
　さらに、本実施の形態の突出段部２５の平面２５ａには、対象物接触型の第１の撮像ユ
ニット（第１の観察部）２８の観察レンズである第１レンズ４１ａと、第１の照明窓２９
と、処置具挿通チャンネル３３の先端開口部３３ａとが配設されている。
【０１４５】
　また、先端カバー２４の前面全体のほぼ上半分の部分には図１９中で左側部分に突出段
部２５よりも１段低い中段部２６の平面２６ａ、右側部分に中段部２６よりも１段低い下
段部２７の平面２７ａがそれぞれ形成されている。ここで、中段部２６は先端カバー２４
の上半分の部分のほぼ２／３の面積を占め、下段部２７は面積が最も狭くなっている。
【０１４６】
　中段部２６の平面２６ａには、通常観察用の第２の撮像ユニット（第２の観察部）３０
の観察レンズである第１レンズ６１ａと、１つの（第２の）照明窓３１とが配設されてい
る。ここで、第２の撮像ユニット３０の第１レンズ６１ａは、第１の撮像ユニット２８の
第１レンズ４１ａの真上の位置に配置されている。そして、第２の照明窓３１は、第２の
撮像ユニット３０の第１レンズ６１ａの右側に配置されている。さらに、下段部２７の平
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面２７ａには、送気送水ノズル３４が配設されている。
【０１４７】
　また、突出段部２５と中段部２６および下段部２７との間の壁部には、傾斜角度が例え
ば、４５°程度の傾斜面２５ｂが形成されている。この傾斜面２５ｂには前方送水用の開
口部３５ａが配設されている。
【０１４８】
　さらに、中段部２６と下段部２７との間の壁部には、傾斜角度が例えば、４５°程度の
傾斜面２６ｂと、この傾斜面２６ｂよりも傾斜角度が小さい流体ガイド面２６ｃとが形成
されている。この流体ガイド面２６ｃは、下段部２７の送気送水ノズル３４と、中段部２
６の第２の撮像ユニット３０との間に配置されている。この流体ガイド面２６ｃは、傾斜
角度が例えば、１８°程度の緩い傾斜面によって形成されている。なお、これ以外の部分
は第１の実施の形態の内視鏡２と同一構成になっており、第１の実施の形態の内視鏡２と
同一部分には同一の符号を付してここではその説明を省略する。
【０１４９】
　そして、本実施の形態の内視鏡２でも第１の実施の形態と同様に、患者の体内に内視鏡
２を挿入する挿入作業時には通常観察用の第２の撮像ユニット３０が使用される。これに
より、通常観察用の第２の撮像ユニット３０を使用して第２の撮像ユニット３０の第１レ
ンズ６１ａから離れた観察対象物を広範囲に観察する通常観察が行われる。
【０１５０】
　この通常観察中に、第２の撮像ユニット３０の第１レンズ６１ａの表面に体液、付着物
等の汚れが付着した場合には送気送水ボタン１０９が操作される。この送気送水ボタン１
０９の操作により、送気管路１０６ａ及び送水管路１０６ｂを通して送気及び送水が行わ
れる。そして、突出段部２５の下段部２７の送気送水ノズル３４の噴出口３４ａから、空
気などの気体又は滅菌水などの液体が噴出方向に噴出される。このとき、送気送水ノズル
３４の噴出口３４ａから噴出される滅菌水や空気などの流体は、突出段部２５の流体ガイ
ド面２６ｃに沿って第２の撮像ユニット３０の第１レンズ６１ａ側に導かれ、第２の撮像
ユニット３０の第１レンズ６１ａの表面に付着した体液、付着物等の汚れが除去及び洗浄
されて、清浄な状態での撮像及び観察視野が確保される。
【０１５１】
　さらに、体腔内の被検部位に体液などが付着して汚れた場合には前方送水ボタンが操作
される。この前方送水ボタンの操作時には挿入部１１の先端カバー２４の開口部３５ａか
ら体腔への挿入方向に向かって滅菌水などの液体が吹き付けられる。これにより、体腔内
の被検部位に付着した体液などを洗浄することができる。
【０１５２】
　また、通常観察用の第２の撮像ユニット３０による観察は、患者の体内に挿入された内
視鏡２の先端部が目的の観察対象部位まで導かれるまで継続される。そして、内視鏡２の
先端部が目的の観察対象部位に接近した状態で、制御スイッチ１１２ａがＯＮ操作されて
対象物接触型の第１の撮像ユニット２８を使用した高倍率の観察モードに切替えられる。
【０１５３】
　このように高倍率の観察モードに切替えられた場合には挿入部１１の先端部１５が生体
組織Ｈの表面に押し付けられる。このとき、先端カバー２４の突出段部２５の部分が主に
生体組織Ｈの表面に押し付けられ、これ以外の非突出面は生体組織Ｈの表面に対して被接
触状態で保持される。そのため、突出段部２５に配置されている第１の撮像ユニット２８
の先端の第１レンズ４１ａおよび第１の照明窓２９の照明レンズ９１が観察対象の細胞組
織などの生体組織Ｈの表面に接触される。これにより、対象物接触型の第１の撮像ユニッ
ト２８を使用した高倍率の観察モードで、第１の撮像ユニット２８の第１レンズ４１ａの
前方の細胞組織などの生体組織Ｈの観察が行われる。
【０１５４】
　そこで、上記構成のものにあっては次の効果を奏する。すなわち、本実施の形態では、
第２の撮像ユニット３０の観察レンズである第１レンズ６１ａに対して流体を送出する送
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気送水ノズル３４を挿入部１１の先端部１５の下段部２７に配設したので、送気送水ノズ
ル３４の高さを低くすることができる。これにより、挿入部１１の先端部１５の突出段部
２５の平面２５ａを生体組織（被検体）に接触させて観察する場合に、送気送水ノズル３
４が生体に引っ掛かり難くすることができる。そのため、送気送水ノズル３４の先端開口
部の噴出口３４ａが対象物に引っ掛かることを低減するとともに、観察部位の生体組織表
面にキズが付くことを低減することができ、対象物接触型の第１の撮像ユニット２８によ
る観察や診断作業を容易に行うことができる。
【０１５５】
　さらに、本実施の形態では図１２に示すように送気送水ノズル３４の先端開口部の噴出
口３４ａの先端面と第２の撮像ユニット３０の観察レンズである第１レンズ６１ａとはほ
ぼ同一面に配置したので、洗浄時に水切れ性が良い効果がある。
【０１５６】
　また、図１２に示すように突出段部２５の平面２５ａである突出面よりも後方に送気送
水ノズル３４の先端開口部の噴出口３４ａを配置したので、突出段部２５の平面２５ａが
被検体に当接された際に、送気送水ノズル３４の先端部が被検体に引っ掛かることを低減
するとともに、観察部位の生体組織表面にキズが付くことを確実に防止することができる
。
【０１５７】
　また、本実施の形態では対象物に接触する突出段部２５の平面２５ａの面積を第１の実
施の形態よりも大きくしているので、突出段部２５を対象物である生体組織Ｈの表面に押
し付けた際に超高倍率の第１の撮像ユニット２８の第１レンズ４１ａを比較的安定に支持
させることができる。そのため、第１の撮像ユニット２８の観察像のブレやピントのズレ
を低減することができ、安定した細胞観察を行うことができる。
【０１５８】
　さらに、突出段部２５の平面２５ａには、第１の撮像ユニット２８の観察レンズである
第１レンズ４１ａと、第１の照明窓２９と、処置具挿通チャンネル３３の先端開口部３３
ａとを配設したので、処置具挿通チャンネル３３の先端開口部３３ａより吸引をかけるこ
とで生体組織（被検体）Ｈを突出段部２５の平面２５ａへ引き寄せることができる。その
ため、より安定した超高倍率の観察が可能となる効果がある。
【０１５９】
　また、図２３は本発明の第３の実施の形態を示すものである。本実施の形態は第１の実
施の形態（図１乃至図１８参照）の内視鏡システム１の内視鏡２の構成を次の通り変更し
たものである。
【０１６０】
　すなわち、本実施の形態の内視鏡２では、先端カバー２４の前面の下段部２７の平面２
７ａに前方送水用の開口部３５ａを配設したものである。なお、これ以外の部分は第１の
実施の形態の内視鏡２と同一構成になっており、第１の実施の形態の内視鏡２と同一部分
には同一の符号を付してここではその説明を省略する。
【０１６１】
　そこで、上記構成のものにあっては次の効果を奏する。すなわち、本実施の形態でも第
２の撮像ユニット３０の観察レンズである第１レンズ６１ａに対して流体を送出する送気
送水ノズル３４を挿入部１１の先端部１５の下段部２７に配設したので、送気送水ノズル
３４の高さを低くすることができる。これにより、挿入部１１の先端部１５の突出段部２
５の平面２５ａを生体組織（被検体）に接触させて観察する場合に、送気送水ノズル３４
が生体に引っ掛かり難くすることができる。そのため、送気送水ノズル３４の先端開口部
の噴出口３４ａが対象物に引っ掛かることを低減することができ、対象物接触型の第１の
撮像ユニット２８による観察や診断作業を容易に行うことができる。
【０１６２】
　また、処置具挿通チャンネル３３の先端開口部３３ａと同一平面上に送気送水ノズル３
４と、前方送水用の開口部３５ａとが並設されているので、送気送水ノズル３４や、前方
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送水用の開口部３５ａからの送水時に送気送水ノズル３４や、前方送水用の開口部３５ａ
の周辺に溜まった水を処置具挿通チャンネル３３の先端開口部３３ａを介して吸引が可能
となる。その為、送気送水ノズル３４や、前方送水用の開口部３５ａの周辺に溜まった残
水による観察への悪影響を低減できる。
【０１６３】
　また、図２４は本発明の第４の実施の形態を示すものである。本実施の形態は第１の実
施の形態（図１乃至図１８参照）の内視鏡システム１の内視鏡２の構成を次の通り変更し
たものである。
【０１６４】
　すなわち、本実施の形態の内視鏡２では、先端カバー２４の前面の突出段部２５の平面
２５ａに高倍率の第１の撮像ユニット（第１の観察部）２８の観察レンズである第１レン
ズ４１ａと、照明窓の面積が最も小さい第１の照明窓１２１とが配設されている。
【０１６５】
　また、中段部２６の平面２６ａには、通常観察用の第２の撮像ユニット（第２の観察部
）３０の観察レンズである第１レンズ６１ａと、２つ（第２，第３）の照明窓１２２，１
２３とが配設されている。ここで、第２，第３の照明窓１２２，１２３は、第２の撮像ユ
ニット３０の両側に配置されている。
【０１６６】
　さらに、中段部２６の平面２６ａに配置されている第２，第３の照明窓１２２，１２３
は、第２の照明窓１２２の面積が最も大きく、次に第３の照明窓１２３の面積が大きく、
突出段部２５の平面２５ａの第１の照明窓１２１の面積が最も小さくなるように設定され
ている。これにより、３つの照明窓からの出射光量は、第２の照明窓１２２からの出射光
量が最も大きく、次に第３の照明窓１２３からの出射光量が大きく、第１の照明窓１２１
からの出射光量が最も小さくなるように設定されている。なお、これ以外の部分は第１の
実施の形態の内視鏡２と同一構成になっており、第１の実施の形態の内視鏡２と同一部分
には同一の符号を付してここではその説明を省略する。
【０１６７】
　そこで、上記構成のものにあっては次の効果を奏する。すなわち、本実施の形態でも第
２の撮像ユニット３０の観察レンズである第１レンズ６１ａに対して流体を送出する送気
送水ノズル３４を挿入部１１の先端部１５の下段部２７に配設したので、送気送水ノズル
３４の高さを低くすることができる。これにより、挿入部１１の先端部１５の突出段部２
５の平面２５ａを生体組織（被検体）に接触させて観察する場合に、送気送水ノズル３４
が生体に引っ掛かり難くすることができる。そのため、送気送水ノズル３４の先端開口部
の噴出口３４ａが対象物に引っ掛かることを低減するとともに、観察部位の生体組織表面
にキズが付くことを低減することができ、対象物接触型の第１の撮像ユニット２８による
観察や診断作業を容易に行うことができる。
【０１６８】
　また、高倍率の第１の撮像ユニット２８の観察窓である第１レンズ４１ａの近傍に複数
の照明窓の中で面積が最も小さい第１の照明窓１２１を配置している。これにより、第１
の照明窓１２１と第１の撮像ユニット２８の観察窓である第１レンズ４１ａとを近接状態
で配置できるので、第１の撮像ユニット２８によって観察される観察像の照明光の減衰を
抑制できる。そのため、第１の撮像ユニット２８によって観察される観察像の色再現性が
向上する効果がある。
【０１６９】
　また、図２５は本発明の第５の実施の形態を示すものである。本実施の形態は第１の実
施の形態（図１乃至図１８参照）の内視鏡システム１の内視鏡２の構成を次の通り変更し
たものである。
【０１７０】
　すなわち、本実施の形態の内視鏡２では、先端カバー２４の前面の突出段部２５の平面
２５ａに高倍率の第１の撮像ユニット（第１の観察部）２８の観察レンズである第１レン
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ズ４１ａと、２つ（第１，第２）の照明窓１３１，１３２とが配設されている。ここでは
、先端カバー２４のほぼ中央位置に第１レンズ４１ａが配設され、図２５中で、この第１
レンズ４１ａの左側に照明窓の面積が最も大きい第１の照明窓１３１が配設され、第１レ
ンズ４１ａの下側に照明窓の面積が最も小さい第２の照明窓１３２が配設されている。第
２の照明窓１３２は、例えば小型の発光ダイオード（ＬＥＤ）など図示しないスイッチで
オンオフ操作が可能な光源を使用している。
【０１７１】
　また、中段部２６の平面２６ａには、通常観察用の第２の撮像ユニット（第２の観察部
）３０の観察レンズである第１レンズ６１ａと、第３の照明窓１３３とが配設されている
。ここで、第１レンズ６１ａは、図２５中で、第１レンズ４１ａの上側位置に配置され、
第３の照明窓１３３は、図２５中で、第２の撮像ユニット３０の右側に配置されている。
【０１７２】
　さらに、中段部２６の平面２６ａに配置されている第３の照明窓１３３は、第１の照明
窓１３１の面積よりも小さく、第２の照明窓１３２の面積よりも大きくなるように設定さ
れている。なお、本実施の形態では前方送水用の管路３５と連通する開口部３５ａは、突
出段部２５の平面２５ａ以外の非突出面に設けられている。これ以外の部分は第１の実施
の形態の内視鏡２と同一構成になっており、第１の実施の形態の内視鏡２と同一部分には
同一の符号を付してここではその説明を省略する。
【０１７３】
　そこで、上記構成のものにあっては次の効果を奏する。すなわち、本実施の形態でも第
２の撮像ユニット３０の観察レンズである第１レンズ６１ａに対して流体を送出する送気
送水ノズル３４を挿入部１１の先端部１５の下段部２７に配設したので、送気送水ノズル
３４の高さを低くすることができる。これにより、挿入部１１の先端部１５の突出段部２
５の平面２５ａを生体組織（被検体）に接触させて観察する場合に、送気送水ノズル３４
が生体に引っ掛かり難くすることができる。そのため、送気送水ノズル３４の先端開口部
の噴出口３４ａが対象物に引っ掛かることを低減するとともに、観察部位の生体組織表面
にキズが付くことを低減することができ、対象物接触型の第１の撮像ユニット２８による
観察や診断作業を容易に行うことができる。
【０１７４】
　さらに、先端カバー２４の前面の突出段部２５の平面２５ａに２つ（第１，第２）の照
明窓１３１，１３２を配設し、第２の照明窓１３２としてオンオフ操作が可能な光源を使
用している。そのため、第２の撮像ユニット３０による通常観察時には３つの照明窓１３
１，１３２，１３３から照明光を照射して観察対象を明るい照明光で観察することができ
る。
【０１７５】
　また、先端カバー２４の前面の突出段部２５の平面２５ａを生体組織Ｈの表面に押し付
けて第１の撮像ユニット２８の先端の第１レンズ４１ａを観察対象の生体組織Ｈの表面に
接触させ、細胞組織などの生体組織Ｈを高倍率で観察する場合に突出段部２５の平面２５
ａの２つ（第１，第２）の照明窓１３１，１３２のうちの一方、例えば第２の照明窓１３
２をオフ操作することにより、第１の照明窓１３１からの照明光のみで観察対象を照明す
ることができる。これにより、複数のスペクトルをもった光で被検体の生体組織Ｈを照ら
さないため、色再現性の良い生体組織（被検体）の観察が可能となる。なお、突出段部２
５に複数のＬＥＤ光源の照明窓を設け、生体組織Ｈを高倍率観察する際に、高倍率観察用
のＬＥＤ光源の照明のみ点灯する構成にしても良い。
【０１７６】
　さらに、生体組織Ｈを高倍率で観察する場合に接触時の照明光は、生体組織Ｈ内を透過
してきた光となるので、照明光は、通常観察時とは異なり、生体内で散乱の影響を強く受
けることになり、観察窓と照明窓の距離が離れると赤み（波長が長い）が強く、暗い画像
となる。そこで、観察窓である第１の撮像ユニット２８の先端の第１レンズ４１ａと第１
の照明窓１３１との距離を近接させることにより、散乱の影響を低減することができる。
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【０１７７】
　また、図２６は本発明の第６の実施の形態を示すものである。本実施の形態は第１の実
施の形態（図１乃至図１８参照）の内視鏡システム１の内視鏡２の構成を次の通り変更し
たものである。
【０１７８】
　すなわち、本実施の形態の内視鏡２では、図２６に示すように先端カバー２４の前面の
突出段部２５と下段部２７との間の傾斜面２５ｂと、下段部２７の平面２７ａとの間に前
方送水用の開口部３５ａが配設されている。なお、これ以外の部分は第１の実施の形態の
内視鏡２と同一構成になっており、第１の実施の形態の内視鏡２と同一部分には同一の符
号を付してここではその説明を省略する。
【０１７９】
　そこで、上記構成のものにあっては次の効果を奏する。すなわち、本実施の形態でも第
２の撮像ユニット３０の観察レンズである第１レンズ６１ａに対して流体を送出する送気
送水ノズル３４を挿入部１１の先端部１５の下段部２７に配設したので、送気送水ノズル
３４の高さを低くすることができる。これにより、挿入部１１の先端部１５の突出段部２
５の平面２５ａを生体組織（被検体）に接触させて観察する場合に、送気送水ノズル３４
が生体に引っ掛かり難くすることができる。そのため、送気送水ノズル３４の先端開口部
の噴出口３４ａが対象物に引っ掛かることを低減するとともに、観察部位の生体組織表面
にキズが付くことを低減することができ、対象物接触型の第１の撮像ユニット２８による
観察や診断作業を容易に行うことができる。
【０１８０】
　また、前方送水用の管路３５と連通する開口部３５ａは、先端カバー２４の前面の突出
段部２５と下段部２７との間の傾斜面２５ｂと、下段部２７の平面２７ａとの間に配設さ
れているので、生体組織Ｈを高倍率で観察する場合に先端カバー２４の前面の突出段部２
５を生体組織Ｈに接触させた際に前方送水用の開口部３５ａが生体組織Ｈに接触されにく
くすることができる。そのため、前方送水用の開口部３５ａに残渣Ｑなどが詰まりにくく
することができ、開口部３５ａの詰まりを低減できる。
【０１８１】
　さらに、送気送水ノズル３４や、前方送水用の開口部３５ａからの送水時に送気送水ノ
ズル３４や、前方送水用の開口部３５ａの周辺に溜まった水を処置具挿通チャンネル３３
の先端開口部３３ａを介して吸引が可能となる。その為、送気送水ノズル３４や、前方送
水用の開口部３５ａの周辺に溜まった残水による観察への悪影響を低減できる。
【０１８２】
　また、図２７は本発明の第７の実施の形態を示すものである。本実施の形態は第１の実
施の形態（図１乃至図１８参照）の内視鏡システム１の内視鏡２の構成を次の通り変更し
たものである。
【０１８３】
　すなわち、本実施の形態の内視鏡２では、図２７に示すように先端カバー２４の前面の
突出段部２５と中段部２６との間の傾斜面２５ｂと、突出段部２５の平面２５ａとの間に
前方送水用の開口部３５ａが配設されている。なお、これ以外の部分は第１の実施の形態
の内視鏡２と同一構成になっており、第１の実施の形態の内視鏡２と同一部分には同一の
符号を付してここではその説明を省略する。
【０１８４】
　そこで、上記構成のものにあっては次の効果を奏する。すなわち、本実施の形態でも第
２の撮像ユニット３０の観察レンズである第１レンズ６１ａに対して流体を送出する送気
送水ノズル３４を挿入部１１の先端部１５の下段部２７に配設したので、送気送水ノズル
３４の高さを低くすることができる。これにより、挿入部１１の先端部１５の突出段部２
５の平面２５ａを生体組織（被検体）に接触させて観察する場合に、送気送水ノズル３４
が生体に引っ掛かり難くすることができる。そのため、送気送水ノズル３４の先端開口部
の噴出口３４ａが対象物に引っ掛かることを低減するとともに、観察部位の生体組織表面
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にキズが付くことを低減することができ、対象物接触型の第１の撮像ユニット２８による
観察や診断作業を容易に行うことができる。
【０１８５】
　また、前方送水用の開口部３５ａは、先端カバー２４の前面の突出段部２５と中段部２
６との間の傾斜面２５ｂと、突出段部２５の平面２５ａとの間に配設されているので、前
方送水用の開口部３５ａの一部が傾斜面２５ｂに延設されている。そのため、前方送水用
の開口部３５ａが先端カバー２４の前面の突出段部２５の平面２５ａの全体に形成されて
いる場合に比べて前方送水の開口部３５ａの面積を広くすることができるので、前方送水
の開口部３５ａに残渣Ｑなどが詰まりにくくすることができ、開口部３５ａの詰まりを低
減できる。
【０１８６】
　さらに、傾斜面２５ｂにある開口部３５ａは、棒状の工具１１４が挿入しやすい。その
ため、前方送水用の管路３５の先端部の開口部３５ａが残渣Ｑなどで詰まったとしても、
開口部３５ａに棒状の工具１１４を挿入することにより、残渣Ｑなどで詰まった前方送水
の開口部３５ａの残渣Ｑなどの詰まりを解除しやすい。その結果、前方送水用の管路３５
の開口部３５ａの詰まりを防止することができ、内視鏡観察が行いやすい内視鏡２の先端
部を提供することができる。
【０１８７】
　また、図２８は本発明の第８の実施の形態を示すものである。本実施の形態は第１の実
施の形態（図１乃至図１８参照）の内視鏡システム１の内視鏡２の構成を次の通り変更し
たものである。なお、図２８中で、第１の実施の形態の内視鏡２と同一部分には同一の符
号を付してここではその説明を省略する。
【０１８８】
　すなわち、本実施の形態の内視鏡２では、図２８に示すように先端カバー２４の前面に
前方に突出された突出段部１４１と、この突出段部１４１よりも１段低い低段部１４２と
を有する。ここで、突出段部（突出部）１４１の端面は、挿入部１１の軸方向と直交する
平面１４１ａによって形成されている。そして、この突出段部１４１の平面１４１ａによ
って突出面が形成されている。
【０１８９】
　また、本実施の形態では突出段部１４１の平面１４１ａは、先端カバー２４の前面全体
の円形状の１／２程度の面積に形成されている。すなわち、先端カバー２４の円形状の前
面全体の半分で、かつ上下間を結ぶ中心線の左側部分に形成されている。
【０１９０】
　この突出段部１４１の平面１４１ａには、通常観察位置から高倍率の拡大観察位置まで
ズーム動作が可能なズーム光学系を備えた撮像ユニット１４３の観察レンズである第１レ
ンズ１４３ａと、２つ（第１，第２）の照明窓１４４，１４５とが配設されている。ここ
で、撮像ユニット１４３は図２８中で、先端部１５のほぼ中央上端位置に配置されている
。第１の照明窓１４４は撮像ユニット１４３の右側位置、第２の照明窓１４５は撮像ユニ
ット１４３の左側位置にそれぞれ配置されている。さらに、本実施の形態では第１の照明
窓１４４の面積が第２の照明窓１４５よりも大きくなるように設定されている。
【０１９１】
　低段部１４２は、突出段部１４１の平面１４１ａとほぼ平行な平面１４２ａを有する。
この低段部１４２の平面１４２ａには、挿入部１１の内部に配設された処置具挿通チャン
ネル（鉗子チャンネルともいう）３３の先端開口部３３ａと、送気送水ノズル３４とが配
設されている。
【０１９２】
　さらに、低段部１４２と突出段部１４１との間の壁部には、傾斜角度が例えば、４５°
程度の傾斜面１４１ｂと、この傾斜面１４１ｂよりも傾斜角度が小さい流体ガイド面１４
１ｃとが形成されている。この流体ガイド面１４１ｃは、低段部１４２の送気送水ノズル
３４と、突出段部１４１の撮像ユニット１４３の第１レンズ１４３ａとの間に配置されて
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いる。この流体ガイド面１４１ｃは、傾斜角度が例えば、１８°程度の緩い傾斜面によっ
て形成されている。
【０１９３】
　また、低段部１４２と突出段部１４１との間の傾斜面１４１ｂには、前方送水用の開口
部３５ａが配設されている。この開口部３５ａは、挿入部１１に挿通された前方送水用の
管路（前方送水チャンネル）３５と連通されている。
【０１９４】
　次に、上記構成の内視鏡システム１の作用について説明する。本実施の形態の内視鏡２
の使用時には撮像ユニット１４３は通常観察状態と、対象物接触型の高倍率の観察状態と
に選択的に切替え操作可能になっている。そして、患者の体内に内視鏡２を挿入する挿入
作業時には撮像ユニット１４３は通常観察状態に切替え操作される。この場合は、撮像ユ
ニット１４３を使用してこの撮像ユニット１４３の第１レンズ１４３ａから離れた観察対
象物を広範囲に観察する通常観察が行われる。
【０１９５】
　この通常観察中に、撮像ユニット１４３の第１レンズ１４３ａの表面に体液、付着物等
の汚れが付着した場合には送気送水ボタン１０９が操作される。この送気送水ボタン１０
９の操作により、送気管路１０６ａ及び送水管路１０６ｂを通して送気及び送水が行われ
る。そして、先端カバー２４の低段部２７の送気送水ノズル３４の噴出口３４ａから、空
気などの気体又は滅菌水などの液体が噴出方向に噴出される。このとき、送気送水ノズル
３４の噴出口３４ａから噴出される滅菌水や空気などの流体は、突出段部１４１の流体ガ
イド面１４１ｃに沿って撮像ユニット１４３の第１レンズ１４３ａ側に導かれ、撮像ユニ
ット１４３の第１レンズ１４３ａの表面に付着した体液、付着物等の汚れが除去及び洗浄
されて、清浄な状態での撮像及び観察視野が確保される。
【０１９６】
　さらに、体腔内の被検部位に体液などが付着して汚れた場合には前方送水ボタンが操作
される。この前方送水ボタンの操作時には挿入部１１の先端カバー２４の開口部３５ａか
ら体腔への挿入方向に向かって滅菌水などの液体が吹き付けられる。これにより、体腔内
の被検部位に付着した体液などを洗浄することができる。
【０１９７】
　また、通常観察用の撮像ユニット１４３による観察は、患者の体内に挿入された内視鏡
２の先端部が目的の観察対象部位まで導かれるまで継続される。そして、内視鏡２の先端
部１５が目的の観察対象部位に接近した状態で、制御スイッチ１１２ａがＯＮ操作されて
対象物接触型の撮像ユニット１４３のズーム光学系が高倍率の観察モードに切替えられる
。
【０１９８】
　このように撮像ユニット１４３のズーム光学系が高倍率の観察モードに切替えられた場
合には挿入部１１の先端部１５が生体組織Ｈの表面に押し付けられる。このとき、先端カ
バー２４の突出段部１４１の部分が主に生体組織Ｈの表面に押し付けられ、これ以外の非
突出面は生体組織Ｈの表面に対して被接触状態で保持される。そのため、突出段部１４１
に配置されている撮像ユニット１４３の先端の第１レンズ１４３ａと、第１の照明窓１４
４と第２の照明窓１４５の各照明レンズが観察対象の細胞組織などの生体組織Ｈの表面に
接触される。これにより、撮像ユニット１４３を対象物接触型の光学系として使用した高
倍率の観察モードで、撮像ユニット１４３の第１レンズ１４３ａの前方の細胞組織などの
生体組織Ｈの観察が行われる。
【０１９９】
　そこで、上記構成のものにあっては次の効果を奏する。すなわち、本実施の形態では撮
像ユニット１４３の観察レンズである第１レンズ１４３ａに対して流体を送出する送気送
水ノズル３４を挿入部１１の先端部１５の前面の突出段部１４１よりも１段低い低段部１
４２に配設したので、送気送水ノズル３４の高さを低くすることができる。これにより、
挿入部１１の先端部１５の突出段部１４１の平面１４１ａを生体組織（被検体）に接触さ
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せて観察する場合に、送気送水ノズル３４が生体に引っ掛かり難くすることができる。そ
のため、送気送水ノズル３４の先端開口部の噴出口３４ａが対象物に引っ掛かることを低
減するとともに、観察部位の生体組織表面にキズが付くことを低減することができ、対象
物接触型の撮像ユニット１４３による観察や診断作業を容易に行うことができる。
【０２００】
　また、本実施の形態では先端カバー２４の前面に突出段部１４１と、低段部１４２とを
有し、突出段部１４１の平面１４１ａに、通常観察位置から高倍率の拡大観察位置までズ
ーム動作が可能なズーム光学系を備えた撮像ユニット１４３の観察レンズである第１レン
ズ１４３ａと、第１，第２の照明窓１４４，１４５とを配設したので、通常観察用の撮像
ユニットと高倍率の拡大観察用の撮像ユニットとを別個に設ける場合に比べて撮像ユニッ
トの設置スペース全体を小型化することができる。そのため、内視鏡２の先端部１５の小
型化、細径化を図ることができる。
【０２０１】
　さらに、本発明は上記実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しな
い範囲で種々変形実施できることは勿論である。　
　次に、本出願の他の特徴的な技術事項を下記の通り付記する。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　
　（付記項１）　被検体に挿入するための挿入部と、前記挿入部の先端部に突出して設け
られ前記被検体を観察するための観察部を配置する突出面と、前記挿入部の非突出面に設
けられ、前記観察部に対して流体を送出するためのノズル部と、を有することを特徴とす
る内視鏡の先端部。
【０２０２】
　（付記項２）　前記ノズル部は送気用もしくは送水用のノズルであることを特徴とする
付記項１に記載の内視鏡の先端部。
【０２０３】
　（付記項３）　前記ノズル部の先端は前記突出面に対して基端側に配置されていること
を特徴とする付記項１に記載の内視鏡の先端部。
【０２０４】
　（付記項４）　前記突出面と前記非突出面の一部は略平行の面であり、略並行な前記突
出面と前記非突出面との間には約０．７ｍｍ以上の段差が形成されていることを特徴とす
る付記項１に記載の内視鏡の先端部。
【０２０５】
　（付記項５）　前記観察部は０～約１００μｍの観察深度を有し、被検体に接触させて
観察するための観察部であることを特徴とする付記項１に記載の内視鏡の先端部。
【０２０６】
　（付記項６）　被検体に挿入するための挿入部と、前記挿入部の先端部に突出して設け
られ前記被検体を観察するための第１の観察部を配置する突出面と、前記挿入部の非突出
面に設けられ、前記非突出面に配置された第２の観察部に対して流体を送出するためのノ
ズル部と、を有することを特徴とする内視鏡の先端部。
【０２０７】
　（付記項７）　前記ノズル部は送気用もしくは送水用のノズルであることを特徴とする
付記項６に記載の内視鏡の先端部。
【０２０８】
　（付記項８）　前記ノズル部の先端は前記突出面に対して基端側に配置されていること
を特徴とする付記項６に記載の内視鏡の先端部。
【０２０９】
　（付記項９）　前記ノズル部は開口部を有し、前記開口部の先端側と前記第２の観察部
とは略同一平面上に配置されることを特徴とする付記項６に記載の内視鏡の先端部。
【０２１０】
　（付記項１０）　前記突出面と前記非突出面の一部は略平行の面であり、略並行な前記
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突出面と前記非突出面との間には約０．７ｍｍ以上の段差が形成されていることを特徴と
する付記項６に記載の内視鏡の先端部。
【０２１１】
　（付記項１１）　前記第１の観察部は前記第２の観察部に対して高倍率の観察部である
ことを特徴とする付記項６に記載の内視鏡の先端部。
【０２１２】
　（付記項１２）　前記第１の観察部は０～約１００μｍの観察深度を有し、被検体に接
触させて観察するための観察部であることを特徴とする付記項６に記載の内視鏡の先端部
。
【０２１３】
　（付記項１３）　被検体に挿入する挿入部と、前記挿入部の先端部に設けられ前記被検
体を観察するための第１の観察部を配置する第１の先端面と、前記第１の先端面に対して
先端側へ突出して設けられ、前記被検体を観察するための第２の観察部を配置するための
第２の先端面と、前記第１の先端面に設けられた前記第１の観察部に対して流体を送出す
るためのノズル部と、を有することを特徴とする内視鏡の先端部。
【０２１４】
　（付記項１４）　前記ノズル部は送気用もしくは送水用のノズルであることを特徴とす
る付記項１３に記載の内視鏡の先端部。
【０２１５】
　（付記項１５）　前記ノズル部の先端は前記第２の先端面に対して基端側に配置されて
いることを特徴とする付記項１３に記載の内視鏡の先端部。
【０２１６】
　（付記項１６）　前記ノズル部は開口部を有し、前記開口部の先端側と前記第１の観察
部とは略同一平面上に配置されることを特徴とする付記項１３に記載の内視鏡の先端部。
【０２１７】
　（付記項１７）　前記第２の先端面と前記第１の先端面の一部は略平行の面であり、略
並行な前記第２の先端面と前記第１の先端面との間には約０．７ｍｍ以上の段差が形成さ
れていることを特徴とする付記項１３に記載の内視鏡の先端部。
【０２１８】
　（付記項１８）　前記第２の観察部は前記第１の観察部に対して高倍率な観察部である
ことを特徴とする付記項１３に記載の内視鏡の先端部。
【０２１９】
　（付記項１９）　前記第２の観察部は０～約１００μｍの観察深度を有し、被検体に接
触させて観察するための観察部であることを特徴とする付記項１３に記載の内視鏡の先端
部。
【０２２０】
　（付記項２０）　被検体に挿入する挿入部と、前記挿入部の先端部に設けられ前記被検
体を観察するための第１の観察部を配置する第１の先端面と、前記第１の先端面に対して
基端側に設けられ、前記被検体を観察するための第２の観察部を配置するための第２の先
端面と、前記第２の先端面に設けられた先端側へ流体を送出するための開口部と、を有す
ることを特徴とする内視鏡の先端部。
【０２２１】
　（付記項２１）　前記ノズル部は送気用もしくは送水用のノズルであることを特徴とす
る付記項２０に記載の内視鏡の先端部。
【０２２２】
　（付記項２２）　前記ノズル部の先端は前記第１の先端面に対して基端側に配置されて
いることを特徴とする付記項２０に記載の内視鏡の先端部。
【０２２３】
　（付記項２３）　前記ノズル部は開口部を有し、前記開口部の先端側と前記第２の観察
部とは略同一平面上に配置されることを特徴とする付記項２０に記載の内視鏡の先端部。
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【０２２４】
　（付記項２４）　前記第１の先端面と前記第２の先端面の一部は略平行の面であり、略
並行な前記第１の先端面と前記第２の先端面との間には約０．７ｍｍ以上の段差が形成さ
れていることを特徴とする付記項２０に記載の内視鏡の先端部。
【０２２５】
　（付記項２５）　前記第１の観察部は前記第２の観察部に対して高倍率な観察部である
ことを特徴とする付記項２０に記載の内視鏡の先端部。
【０２２６】
　（付記項２６）　前記第１の観察部は０～約１００μｍの観察深度を有し、被検体に接
触させて観察するための観察部であることを特徴とする付記項２０に記載の内視鏡の先端
部。
【０２２７】
　（付記項２７）　被検体に挿入する挿入部と、前記挿入部の先端部に設けられ前記被検
体を観察するための第１の観察部を配置する第１の先端面と、前記第１の先端面に対して
先端側へ突出して設けられ、前記被検体を観察するための第２の観察部を配置するための
第２の先端面と、前記第１の先端面に対して基端側に設けられた第３の先端面と、前記第
３の先端面に設けられた前記第１の観察部に対して流体を送出するためのノズル部と、を
有することを特徴とする内視鏡の先端部。
【０２２８】
　（付記項２８）　前記ノズル部は送気用もしくは送水用のノズルであることを特徴とす
る付記項２７に記載の内視鏡の先端部。
【０２２９】
　（付記項２９）　前記ノズル部の先端は前記第２の先端面に対して基端側に配置されて
いることを特徴とする付記項２７に記載の内視鏡の先端部。
【０２３０】
　（付記項３０）　前記ノズル部は開口部を有し、前記開口部の先端側と前記第１の観察
部とは略同一平面上に配置されることを特徴とする付記項２７に記載の内視鏡の先端部。
【０２３１】
　（付記項３１）　前記第２の先端面と前記第１の先端面の一部は略平行の面であり、略
並行な前記第２の先端面と前記第１の先端面との間には約０．７ｍｍ以上の段差が形成さ
れていることを特徴とする付記項２７に記載の内視鏡の先端部。
【０２３２】
　（付記項３２）　前記第２の観察部は前記第１の観察部に対して高倍率な観察部である
ことを特徴とする付記項２７に記載の内視鏡の先端部。
【０２３３】
　（付記項３３）　前記第２の観察部は０～約１００μｍの観察深度を有し、被検体に接
触させて観察するための観察部であることを特徴とする付記項２７に記載の内視鏡の先端
部。
【０２３４】
　（付記項３４）　前記付記項１乃至付記項３３のいずれかを有することを特徴とする内
視鏡。
【産業上の利用可能性】
【０２３５】
　本発明は、例えば、体腔内に内視鏡を挿入し、通常観察用の観察光学系と、対物光学系
の先端部を対象物に接触させてその対象物を観察する対象物接触型の観察光学系を備えた
内視鏡を使用する技術分野や、その内視鏡を製造する技術分野に有効である。
【図面の簡単な説明】
【０２３６】
【図１】本発明の第１の実施の形態の内視鏡のシステム全体の概略構成図。
【図２】第１の実施の形態の内視鏡の先端部の正面図。
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【図３】第１の実施の形態の内視鏡の先端部に内蔵された光学系を示す縦断面図。
【図４】（Ａ）は第１の実施の形態の内視鏡の先端部に組み込まれた通常観察用の観察光
学系を示す縦断面図、（Ｂ）は内視鏡の湾曲部と可撓管部との連結部を示す縦断面図。
【図５】（Ａ）は図４（Ａ）のＶＡ－ＶＡ線断面図、（Ｂ）は図４（Ａ）のＶＢ－ＶＢ線
断面図。
【図６】第１の実施の形態の内視鏡の送気送水ノズルの構成を示す要部の縦断面図。
【図７】第１の実施の形態の内視鏡の通常観察用の観察光学系の構成を示す要部の縦断面
図。
【図８】第１の実施の形態の内視鏡の通常観察用の観察光学系を示すもので、（Ａ）は通
常観察用の観察光学系のユニット全体の縦断面図、（Ｂ）はズーム光学系を広角方向のス
トッパ位置まで移動した状態を示す要部の縦断面図、（Ｃ）はレンズ間の明るさ絞りの取
り付け状態を示す要部の縦断面図。
【図９】第１の実施の形態の内視鏡の通常観察用の観察光学系のズーム動作を示すもので
、（Ａ）は拡大方向のストッパ位置まで移動した状態を示す要部の縦断面図、（Ｂ）は広
角方向のストッパ位置まで移動した状態を示す要部の縦断面図。
【図１０】第１の実施の形態の内視鏡の通常観察用の観察光学系の組み付け用の治具を示
す要部の縦断面図。
【図１１】第１の実施の形態の内視鏡の対象物接触型の観察光学系を示すもので、（Ａ）
は対象物接触型の観察光学系のユニット全体の縦断面図、（Ｂ）は対象物接触型の観察光
学系の光学ユニットの縦断面図。
【図１２】第１の実施の形態の内視鏡の先端部の要部の縦断面図。
【図１３】第１の実施の形態の内視鏡の先端部に内蔵された前方送水管路の構成を示す縦
断面図。
【図１４】第１の実施の形態の内視鏡の先端部の送気送水ノズルからの水流の流れ状態を
説明するための説明図。
【図１５】第１の実施の形態の内視鏡の対象物接触型の観察光学系による観察状態を示す
要部の縦断面図。
【図１６】（Ａ）は第１の実施の形態の内視鏡の対象物接触型の観察光学系による観察状
態を説明するための説明図、（Ｂ）は突出段部の高さと通常観察用の第２の撮像ユニット
の第１レンズの入射光の入射角との関係を説明するための説明図。
【図１７】第１の実施の形態の内視鏡の前方送水管路の詰まり部を掃除する動作を説明す
るための説明図。
【図１８】第１の実施の形態の内視鏡の対象物接触型の観察光学系による観察時に対物レ
ンズの中心位置と照明光の照明窓の中心位置との間の距離の違いによる観察状態の違いを
説明するための特性図。
【図１９】本発明の第２の実施の形態の内視鏡の先端部の正面図。
【図２０】第２の実施の形態の内視鏡に内蔵された光学系を示す縦断面図。
【図２１】第２の実施の形態の内視鏡の通常観察用の観察光学系の構成を示す要部の縦断
面図。
【図２２】第２の実施の形態の内視鏡の送気送水ノズルの構成を示す要部の縦断面図。
【図２３】本発明の第３の実施の形態の内視鏡の先端部の正面図。
【図２４】本発明の第４の実施の形態の内視鏡の先端部の正面図。
【図２５】本発明の第５の実施の形態の内視鏡の先端部の正面図。
【図２６】本発明の第６の実施の形態の内視鏡の先端部の正面図。
【図２７】本発明の第７の実施の形態の内視鏡の先端部の正面図。
【図２８】本発明の第８の実施の形態の内視鏡の先端部の正面図。
【符号の説明】
【０２３７】
　　１１…挿入部、１５…先端部、２６…中段部（突出部）、２６ａ…平面（突出面）、
３０…第２の撮像ユニット、３４…送気送水ノズル（ノズル部）。
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